
研
究
論
文末
代
皇
帝
御
書
の
機
能
と
社
会

－
孝
宗
「
太
白
名
山
碑
」
　
（
東
福
寺
蔵
）
　
を
め
ぐ
っ
て

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
三
館
秘
閣
六
闇
・
天
童
山
・
阿
育
王
山

一
．
は
じ
め
に
ー
「
太
白
名
山
碑
」
概
要

「
宋
孝
宗
御
書
太
白
名
山
四
大
字
」
　
（
東
福
寺
蔵
、
図
1
、
以
下
「
太
白
名
山

碑
」
）
　
は
、
聖
一
国
肺
門
爾
弁
円
（
一
二
〇
二
～
一
二
八
〇
）
　
が
入
末
の
お
り
嘉

禎
元
年
（
一
二
三
五
、
南
末
端
平
二
年
）
　
四
月
～
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
、
南

宋
淳
祐
元
年
）
　
六
月
請
来
し
た
と
さ
れ
る
碑
拓
で
あ
る
。
こ
の
碑
拓
に
つ
い
て

は
、
東
福
寺
普
門
院
の
蔵
書
目
録
に
、
多
く
の
宋
版
書
籍
と
並
ん
で
「
径
山
善図1「宋孝宗御書太白名山

四大字」（東福寺）

塚
　
本
　
麿
　
充

額
等
、
歴
代
法
帖
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）

ま
で
に
は
他
の
宋
柘
碑
本
同
様
に
東
福
寺
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
太
白

名
山
碑
」
は
、
全
体
を
筆
で
こ
す
る
よ
う
に
し
て
と
ら
れ
た
髭
蝋
の
拓
本
で
、

日
本
に
伝
わ
る
宋
拓
本
の
技
術
的
基
準
作
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
、
雄
渾
な
筆

法
で
か
か
れ
た
「
太
白
名
山
」
　
の
四
字
は
、
南
末
の
大
字
書
法
の
あ
り
か
た
を

伝
え
る
重
要
資
料
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
書
法
史
上
は
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。

縦
一
八
七
・
九
c
m
、
横
八
四
二
一
c
m
に
も
な
る
こ
の
巨
大
な
碑
の
拓
本
は
、

碑
額
に
「
御
書
」
の
二
文
字
と
雲
龍
瑞
華
紋
、
中
央
四
文
字
の
な
か
に
「
御
書

之
賓
」
印
、
そ
の
上
に
「
賜
天
童
山
」
　
の
文
字
が
記
さ
れ
る
。
「
太
白
山
」
と

は
、
本
碑
が
下
賜
さ
れ
た
折
江
省
天
童
山
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
御
書
碑
下
賜

の
由
来
に
つ
い
て
は
、
下
に
付
さ
れ
た
了
朴
自
身
の
文
や
模
鎗
「
天
童
山
千
悌

閣
記
」
な
ど
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
親
王
憧

（
一
一
四
六
～
一
一
八
〇
）
　
は
天
童
山
景
徳
寺
僧
慈
航
了
朴
を
気
に
入
り
「
暇

日
来
港
」
し
て
累
日
去
る
に
忍
び
な
か
っ
た
た
め
、
父
孝
宗
へ
　
「
太
白
山
図
」

を
以
て
進
上
し
、
少
保
右
丞
相
永
国
公
史
浩
（
二
〇
六
～
一
一
九
四
）
　
の
奏
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講
を
経
て
、
淳
興
五
年
　
（
一
一
七
八
）
　
辰
翰
大
書
「
太
白
名
山
」
が
下
賜
さ
れ

た
と
い
う
　
（
年
表
4
4
）
。
了
朴
は
辰
翰
を
賜
る
と
寺
門
の
上
に
　
「
雲
章
閣
」
を

建
て
こ
れ
を
刻
し
て
掲
げ
、
真
蹟
は
方
丈
に
別
に
一
闇
を
な
し
て
保
存
し
た
。

現
存
す
る
東
福
寺
の
　
「
太
白
名
山
碑
」
は
石
碑
か
ら
の
拓
本
で
あ
る
た
め
、
御

書
は
真
蹟
の
他
に
刻
石
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
拓
本
が
と
ら
れ
た
も
の
が
本
作
で
あ

ろ
う
。す

で
に
北
末
の
入
宋
僧
成
尋
　
（
一
〇
二
～
一
〇
八
一
）
　
は
、
滞
在
し
て
い

た
開
封
太
平
興
国
寺
伝
法
院
に
お
い
て
太
宗
皇
帝
、
真
宗
皇
帝
の
御
書
碑
を
実

見
し
、
そ
れ
が
三
階
大
開
の
中
に
そ
び
え
る
高
二
丈
の
碑
で
あ
た
こ
と
を
記
録

し
て
い
る
　
（
年
表
2
6
）
。
こ
れ
と
較
べ
る
と
　
「
太
白
名
山
碑
」
は
約
三
分
の
一

の
大
き
さ
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
宋
皇
帝
御
書
碑
の
巨
大
さ
と
そ
の
気
宇
の
大

き
さ
を
伝
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
御
書
の
下
賜
と
拓
本

化
は
、
末
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
と
意
義
を
も
っ
て
行
わ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
様
式
変
遷
中
心
の
書
法
史
や
絵
画
史
研
究
で
は
、
少

数
の
解
説
を
の
ぞ
い
て
、
「
太
白
名
山
碑
」
が
南
宋
社
会
に
お
い
て
果
た
し
て

い
た
役
割
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
前
半
に
お
い
て
、
皇
帝
の
御
書
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
年
表
を
中
心
に

詳
し
く
考
察
し
、
後
半
に
「
太
白
名
山
碑
」
自
体
の
問
題
を
考
察
し
て
い
き
た

い
。
本
作
品
が
宋
代
社
会
に
お
い
て
固
有
の
意
味
と
役
割
を
も
ち
、
ま
た
日
本

に
講
来
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
本
来
の
南
宋
宮
廷
の
意
味
を
離
れ
、
禅
林
墨
跡

と
し
て
の
新
し
い
意
味
を
獲
得
し
て
い
く
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目

的
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ま
ず
「
太
白
名
山
碑
」
　
の
書
風
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら

始
め
た
い
。

二
．
宋
代
皇
帝
御
書
の
変
遷
と
孝
宗
書
風

「
太
白
名
山
碑
」
は
南
宋
二
代
皇
帝
孝
宗
　
（
一
　
二
ヒ
～
一
九
四
、
在
位

一
六
二
～
一
一
八
九
）
　
の
御
書
で
あ
る
。
両
宋
三
百
年
間
に
見
ら
れ
る
顕
著

な
特
徴
の
一
つ
に
、
皇
帝
が
皆
な
書
を
よ
く
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
孝
宗

も
そ
う
し
た
皇
帝
の
一
人
で
あ
る
が
、
宋
代
に
書
法
を
よ
く
す
る
皇
帝
が
多
く

生
ま
れ
た
理
由
に
は
、
上
大
夫
の
文
化
が
皇
室
に
及
ん
で
皇
帝
自
ら
が
文
人
化

し
、
文
化
的
自
己
表
象
の
手
段
と
し
て
の
書
法
が
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
そ
れ
は
土
大
夫
文
化
の
成
熟
と
と
も
に
、
皇
帝
の
書
風
が
変
化
し
て

い
く
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

宋
初
の
御
書
を
特
徴
付
け
る
の
は
飛
白
書
で
あ
る
∩
）
三
皇
帝
（
太
宗
、
真
宗
、

仁
宗
）
　
は
み
な
飛
白
を
よ
く
し
、
そ
れ
は
唐
代
か
ら
続
く
皇
帝
を
表
象
す
る
機

能
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
事
は
す
で
に
指
摘
し
た
。
日
本
で
は
空
海
に

ょ
っ
て
飛
自
書
　
（
図
2
）
　
は
嵯
峨
天
皇
に
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
背
景
に
は
大

陸
で
、
飛
白
が
皇
帝
の
書
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。

そ
の
後
日
本
で
飛
自
書
は
変
容
を
遂
げ
つ
つ
、
そ
の
本
来
も
っ
て
い
た
隷
書
の
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図2　空海「真言七祖像賛」（善無
畏像、部分）（東寺）



図3　徴宗「瑞鶴図巻」並御書（遼寧省博物館）

筆
法
を
失
い
、
次
第
に
装
飾
的
に
な
り
な
が
ら
、
宮
中
の
扁
額
を
飾
っ
て
い
く

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
扁
額
が
日
本
で
成
立
す
る

十
～
十
一
世
紀
ご
ろ
、
同
時
代
の
北
宋
の
宮
廷
も
、
唐
の
皇
帝
を
模
倣
す
る
、

北
宋
皇
帝
自
身
に
よ
る
飛
白
書
で
飾
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
は
、

ま
さ
に
飛
白
の
時
代
と
も
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
宋
初
に
お
け
る
飛
白
は
、
そ
の
工
具
の
継
承
に
も
見
ら
れ
る
。

太
宗
　
（
九
三
〇
～
九
九
七
、
在
位
九
七
六
～
九
九
七
）
　
が
御
書
を
な
す
筆
は
当

時
か
ら
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
大
中
祥
符
二
年
　
二
〇
〇
九
）
　
に
は

そ
の
鍾
文
紅
管
筆
が
下
賜
さ
れ
　
（
年
表
7
）
、
同
五
年
　
（
一
〇
」
　
▲
）
　
に
も
近

臣
が
そ
の
筆
を
見
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
　
（
史
料
8
）
。
確
か
に
飛
自
書
を
為

す
に
は
木
へ
ラ
の
よ
う
な
特
殊
な
工
具
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
真
宗

（
九
六
八
～
一
〇
二
二
、
在
位
九
九
七
～
▲
“
〇
二
　
▲
）
　
崩
御
間
も
な
い
乾
興
元

年
　
（
一
〇
二
一
）
　
三
月
、
仁
宗
　
（
一
〇
一
〇
～
一
〇
六
三
、
在
位
一
〇
二
三
～

一
〇
六
三
）
　
が
真
宗
霊
御
前
に
並
べ
ら
れ
た
、
お
そ
ら
く
は
真
宗
遺
愛
の
品
で

あ
ろ
う
木
皮
「
飛
自
筆
」
を
執
る
と
忽
ち
の
う
ち
に
飛
白
書
を
な
し
て
分
賜
し
、

そ
の
こ
と
が
仁
宗
一
代
の
飛
白
書
下
賜
の
開
頭
と
な
っ
た
と
い
う
逸
話
か
ら
も

窺
え
る
　
（
年
表
H
）
。

こ
の
よ
う
な
皇
帝
飛
白
の
製
作
は
仁
宗
朝
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
末
代
皇
帝
を

象
徴
す
る
も
の
と
し
て
遼
興
宗
に
も
贈
ら
れ
て
い
る
。
次
代
の
神
宗
　
（
▲
〇
四

八
～
一
〇
八
五
、
在
位
一
〇
六
七
～
一
〇
八
＃
）
、
哲
宗
　
（
J
〇
七
六
～
一
一

〇
〇
、
在
位
一
〇
八
五
～
一
一
〇
〇
）
　
に
も
飛
白
の
製
作
は
確
認
で
き
る
が
そ

の
制
作
は
次
第
に
低
調
に
な
り
、
次
代
の
徴
宗
　
（
．
〇
八
二
～
　
　
三
五
、

在
位
一
一
〇
〇
～
一
一
二
五
）
　
朝
に
至
っ
て
御
書
は
痩
金
体
へ
と
変
化
す
る

（
図
3
）
。
飛
自
体
は
荘
厳
で
あ
る
け
れ
ど
も
硬
く
装
飾
性
に
流
れ
が
ち
で
あ
る

12
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図4　高宗「徴宗文集序」（個人）

の
に
対
し
て
、
痩
金
体
は
よ
り
芸
術
性
が
高
く
、
か
つ
士
大
夫
書
風
の
よ
う
に

感
情
を
完
全
に
露
出
す
る
こ
と
も
な
い
。
ま
さ
に
新
し
い
皇
帝
を
あ
ら
わ
す
の

に
ふ
さ
わ
し
い
書
風
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

南
末
に
至
る
と
皇
帝
御
書
は
再
び
変
化
す
る
。
南
宋
初
代
皇
帝
高
宗
趨
構

（
一
一
〇
七
～
二
八
七
、
在
位
一
一
二
七
～
一
六
二
）
　
は
徽
宗
の
九
男
と

し
て
生
ま
れ
、
本
来
は
帝
位
に
就
く
予
定
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
若
年

は
徽
宗
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
文
人
文
化
に
触
れ
て
書
は
黄
庭
堅
を
学
び
、
自

由
な
文
人
尚
意
書
風
を
吸
収
し
て
い
た
。
し
か
し
靖
康
の
変
の
後
ち
擁
立
さ
れ

て
急
速
即
位
す
る
と
、
皇
帝
に
ふ
さ
わ
し
く
、
か
つ
　
「
御
筆
相
乱
」
を
ふ
せ
ぐ

た
め
と
い
う
理
由
で
黄
庭
堅
風
を

廃
し
、
六
朝
の
錘
額
に
学
ぶ
典
雅
で

擬
古
的
な
書
体
を
確
立
し
た
　
（
図

4
）
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
見
た
目

が
復
古
的
で
美
し
く
、
代
筆
し
や
す

い
う
え
、
一
見
し
て
特
定
の
個
人
の

書
風
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
ま
た

線
の
か
す
れ
等
に
よ
る
微
妙
な
感
情

表
現
を
伴
わ
な
い
。
士
大
夫
た
ち
の

審
美
要
求
に
適
合
し
な
が
ら
も
皇
帝

御
書
に
ふ
さ
わ
し
い
特
徴
を
備
え
た

書
体
と
言
え
よ
う
。
こ
の
御
書
体
は

南
末
の
新
し
い
規
範
と
な
り
、
以
後

皇
室
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
と

、

　

■

　

・

・

な
る
の
で
あ
る
。

図5　孝宗「蓬箇睡起掛」（台北・故宮博物院）
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高
宗
に
は
子
が
な
か
っ
た
た
め
、
太
祖
七
世
の
孫
に
あ
た
る
遭
啓
が
選
ば

れ
て
禁
中
で
育
て
ら
れ
た
。
第
二
代
孝
宗
で
あ
る
。
そ
の
現
存
す
る
作
品
は
少

な
い
が
、
研
究
史
上
は
、
高
宗
と
孝
宗
書
風
の
差
異
が
議
論
さ
れ
、
高
宗
書

風
を
や
や
豊
か
に
丸
み
を
お
ぴ
た
も
の
が
、
孝
宗
の
書
風
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
書
風
は
、
「
孝
宗
吾
は
家
庭
の
法
度
あ
り
」
と
言
わ
れ
、
幼
年
か
ら
過
ご

し
た
宮
中
に
お
い
て
伝
え
ら
れ
た
高
宗
御
書
の
書
風
を
継
承
し
た
も
の
と
言
え

よ
う
　
（
図
5
）
。

こ
の
よ
う
な
宋
代
御
書
の
伝
統
の
上
に
孝
宗
書
風
は
誕
生
し
た
わ
け
で
あ
る

が
、
「
太
白
名
山
碑
」
は
大
字
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
書
風
と
は
ま
た
異
な
っ
た

特
徴
を
も
つ
。
で
は
そ
の
書
風
は
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
中
国

本
土
に
は
そ
の
他
に
も
孝
宗
御
書
碑
原
石
が
現
存
し
て
い
る
。
今
比
較
を
行
う

こ
と
で
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
特
徴
を
確
認
し
た
い
。

「
韓
世
忠
神
道
碑
」
（
現
碑
江
蘇
省
呉
県
、
図
6
）
は
淳
黙
三
年
（
一
一
七
六
）

に
南
末
の
名
将
で
あ
っ
た
韓
世
忠
（
一
〇
八
九
～
一
一
五
一
）
墓
所
神
道
に
賜

っ
た
孝
宗
御
書
碑
で
あ
る
　
（
年
表
聖
。
功
臣
に
神
道
碑
を
賜
う
こ
と
は
秦
櫓

（
一
〇
九
〇
～
一
一
五
五
）
　
の
例
（
年
表
翌
を
初
め
と
し
て
多
く
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
死
後
二
十
年
近
く
後
に
な
っ
て
御
書
神
道
碑
を
賜
っ
た

理
由
は
、
韓
世
忠
が
抗
金
主
戦
派
で
あ
り
、
秦
槍
没
後
の
孝
宗
朝
に
至
っ
て
よ

う
や
く
そ
の
名
誉
を
回
復
さ
れ
た
為
で
あ
ろ
う
。
こ
の
碑
に
は
御
書
題
額
十
字

の
中
央
に
孝
宗
御
殿
で
あ
る
「
遺
徳
殿
書
」
　
の
御
璽
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
「
石
湖
碑
」
　
（
現
碑
江
蘇
省
呉
県
、
図
7
）
　
は
、
花
成
大
　
（
一
二
一
六
～
一

一
九
三
）
　
に
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
由
来
は
御
書
の
下
に
つ
け
ら

れ
た
花
成
大
自
身
に
よ
る
由
来
記
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
、
そ
れ
に
よ
る
と
故
地

蘇
州
石
湖
に
建
て
た
別
壁
に
、
淳
欧
州
十
五
年
（
一
一
人
八
）
　
に
下
賜
さ
れ
孝
宗

図6「韓世忠神道碑」（江蘇省呉県）図7「石湖碑」（江蘇省呉県）
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御
書
二
字
を
刊
石
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
年
表
4
9
）
。
中
央
に
は
「
御
書
之
賓
」

が
押
さ
れ
、
「
太
白
名
山
碑
」
と
同
一
印
で
あ
る
。
特
徴
の
あ
る
左
払
い
や
横

画
の
角
度
な
ど
か
ら
は
　
「
太
白
名
山
碑
」
と
同
じ
工
具
と
筆
写
者
を
予
想
さ

せ
よ
う
。
ま
た
そ
の
立
石
の
ス
タ
イ
ル
も
共
通
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
太
白

名
山
碑
」
が
確
か
に
当
時
大
量
に
下
賜
さ
れ
た
孝
宗
御
書
碑
の
典
型
的
ス
タ
イ

ル
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
花
成
大
は
こ
の
よ
う
な
新
し

い
皇
帝
の
書
体
に
つ
い
て
、
古
代
の
書
法
と
さ
れ
た
　
「
神
南
碑
」
　
（
ま
た
は

「
的
峻
碑
」
　
「
丙
碑
」
現
存
漸
江
紹
興
市
禽
稽
山
）
　
と
の
類
似
を
述
べ
て
お
り
、

起
筆
、
終
筆
な
ど
の
明
確
な
筆
法
を
使
わ
ず
、
筆
の
勢
い
で
雄
渾
に
描
き
出
す

よ
う
な
本
作
の
よ
う
な
書
風
が
、
当
時
の
人
に
と
っ
て
斬
新
な
書
体
で
あ
っ
た

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
書
体
は
そ
れ
ま
で
の
飛
白
や
顔
真
卿
書
に
よ
る
大

字
と
大
い
に
区
別
さ
れ
、
南
宋
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
後
の
張
即
之
や

無
準
師
範
の
書
風
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
末
代
皇
帝
の
御
書
が
時
代
と
と
も
に
変
遷
し
、
孝
宗
御
書

が
そ
の
流
れ
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
　
「
太
白
名
山

碑
」
が
南
宋
社
会
に
あ
っ
て
は
、
皇
帝
御
書
の
生
産
と
い
う
文
脈
で
捉
え
ら
れ

る
べ
き
で
、
他
の
通
例
と
も
共
通
す
る
形
式
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

で
は
こ
れ
ら
の
御
書
は
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
な
機
能
を
も
っ
て
流
通
し
、
立

石
拓
本
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
．
御
書
と
宋
代
の
社
会

末
代
の
史
書
を
ひ
も
と
く
と
、
皇
帝
の
書
を
賜
う
、
ま
た
は
そ
れ
を
展
観
し

群
臣
に
示
す
活
動
が
多
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
末
代
御
書
は
社

会
で
流
通
し
、
そ
れ
は
三
館
秘
閣
六
閣
と
よ
ば
れ
る
宮
廷
文
物
収
蔵
公
開
機
関

と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
今
こ
こ
で
は
稿
末
に
付
し
た
年
表
を
も
と
に
、

皇
帝
御
書
を
　
（
一
）
　
親
筆
の
墨
蹟
、
（
二
）
　
額
棒
、
（
三
）
　
拓
本
、
に
分
け
て
論

を
す
す
め
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
）
　
ま
ず
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
皇
帝
の
親
筆
で
あ
る
。
皇
帝
の

御
書
は
佳
節
や
、
功
臣
が
罷
職
し
て
帰
郷
す
る
時
、
新
進
士
の
及
第
や
先
帝
を

顕
彰
す
る
大
々
的
な
文
化
事
業
が
行
わ
れ
る
際
な
ど
に
、
近
臣
や
学
士
に
下
賜

さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
古
詩
や
臣
下
を
讃
え
る
文
句
、
ま
た
実
用
的
な
も
の
と

し
て
新
纂
な
っ
た
書
物
の
序
な
ど
が
あ
る
。
太
宗
は
近
臣
に
む
け
て
故
事
を
ひ

き
な
が
ら
勧
戒
の
意
を
示
す
御
書
を
賜
う
こ
と
が
多
く
、
真
宗
朝
の
観
書
会
に

お
い
て
は
　
「
太
宗
故
事
御
書
は
皆
な
監
戒
」
　
で
あ
っ
た
と
い
う
感
想
が
残
っ
て

い
る
。
ま
た
高
宗
は
　
「
車
攻
詩
」
　
「
遭
売
国
伝
」
と
い
っ
た
夷
秋
と
の
戦
い
の

故
事
を
多
く
下
賜
し
、
国
土
回
復
の
意
思
を
臣
下
に
示
し
た
こ
と
に
も
挙
げ
ら

れ
る
よ
う
に
　
（
年
表
3
1
、
3
3
、
3
4
）
、
御
書
の
下
賜
は
そ
の
時
々
の
政
治
的
課

題
と
皇
帝
の
意
思
を
宣
示
す
る
手
段
で
も
あ
っ
た
。

一
方
御
書
を
受
け
た
臣
下
は
、
闇
を
建
て
そ
れ
を
奉
安
す
る
例
が
多
く
み
ら

れ
る
。
劉
簿
　
（
九
七
〇
～
一
〇
三
〇
）
　
が
庭
州
に
真
宗
御
書
を
奉
安
す
る
殿

を
建
て
た
こ
と
　
（
年
表
1
3
）
　
や
仁
宗
御
書
闇
を
第
中
に
建
て
た
張
士
遜
　
（
九
六

四
～
一
〇
四
九
）
　
（
年
表
1
4
）
、
ま
た
仁
宗
御
書
を
得
た
文
彦
博
　
（
一
〇
〇
六
～
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▲
〇
九
七
）
は
閲
を
建
て
そ
れ
を
奉
安
し
た
（
年
表
2

8
）
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
北
朱
の
皇
帝
権
と
そ
れ
に
連
な
る
自
身
の
正
当
性
を
、

御
書
閣
の
建
設
で
象
徴
的
に
顕
示
す
る
も
の
と
言
え
、
現
在
で
も
各
地
に
御
書

閣
が
現
存
し
て
い
る
（
図
町
）
。
ま
た
特
に
徽
宗
朝
以
降
に
は
私
第
に
御
書
闇

を
建
て
る
こ
と
が
流
行
し
た
（
年
表
2
9
）
。
こ
の
よ
う
な
象
徴
的
な
御
書
闇
の

建
設
は
国
外
に
お
い
て
も
行
わ
れ
、
例
え
ば
嘉
祐
七
年
二
〇
六
二
）
西
夏
毅

宗
（
」
〇
四
七
～
．
川
〇
六
七
、
在
位
一
〇
凹
八
～
一
〇
六
七
）
は
、
仁
宗
に
上

表
し
て
太
宗
の
御
製
詩
草
、
隷
書
石
本
を
求
め
、
書
間
を
建
て
て
宝
蔵
せ
ん
と

し
た
と
い
う
（
年
表
2
2
）
。
当
時
西
夏
は
達
と
の
複
雑
な
関
係
上
も
、
北
宋
と

よ
り
友
好
的
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
を
欲
し
て
い
た
。
毅
宗
は
太
宗
御
書
闇
の
建

設
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
親
宋
政
策
を
国
内
外
に
宣
示
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

▲
方
、
皇
帝
崩
御
後
そ
の
御
書
は
収
集
の
対
象
に
な
っ
た
。
こ
の
役
割
を
担

っ
た
の
は
歴
代
各
皇
帝
の
御
書
御

図8　山東省霊岩寺御書閣（重建）

集
、
遺
愛
の
品
等
を
収
め
る
た
め

に
作
ら
れ
た
御
書
閥
で
あ
る
。
北

宋
未
ま
で
に
理
念
上
、
太
宗
　
（
龍

図
閣
）
、
真
宗
　
（
天
草
閣
）
、
仁
宗

（
宝
文
閣
）
、
神
宗
　
（
顕
講
閣
）
、
哲

宗
　
（
徽
猷
閣
）
、
徴
宗
　
（
敷
文
閣
）

と
次
々
と
建
設
さ
れ
た
御
書
闇
は
、

開
封
宮
城
の
西
辺
の
一
画
を
占
め
、

学
士
も
お
か
れ
て
、
秘
闇
と
並
ん

で
末
代
に
お
け
る
文
物
公
開
の
主

要
な
舞
台
と
し
て
機
能
し
て
い
っ
た
。
南
末
に
な
る
と
紹
興
十
年
（
一
一
四
〇
）

臨
安
に
天
章
閣
が
建
て
ら
れ
、
そ
こ
に
北
宋
以
来
の
諸
闇
は
包
括
さ
れ
て
い
く

こ
と
と
な
る
。
南
宋
岳
珂
　
（
二
八
二
～
一
二
三
四
）
　
『
賓
真
療
法
書
賛
』
　
巻

一
「
歴
代
帝
王
帖
」
　
に
は
宋
太
祖
か
ら
寧
宗
に
至
る
歴
代
皇
帝
御
書
が
詳
細

に
著
録
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
御
書
の
内
容
を
み
て
み
る
と
、
「
太
宗

皇
帝
古
詩
御
書
」
　
「
徴
宗
皇
帝
秋
賦
御
書
」
　
な
ど
の
詩
を
は
じ
め
、
「
仁
宗
皇

帝
浄
字
御
漠
腰
書
」
　
「
神
宗
皇
帝
龍
字
御
漢
健
吾
」
　
な
ど
の
臣
下
に
賜
う
書
、

ま
た
　
「
太
宗
皇
帝
南
牙
謝
熊
白
状
」
　
「
徴
宗
皇
帝
侍
旨
御
批
」
　
「
高
宗
皇
帝
馬

政
兵
事
手
札
御
書
」
　
な
ど
の
御
批
を
施
し
た
政
治
文
書
　
に
至
る
ま
で
多
岐
に

わ
た
る
御
書
が
収
集
鑑
賞
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に

太
宗
崩
御
後
の
威
平
五
年
　
（
一
〇
〇
二
）
、
真
宗
に
よ
っ
て
　
「
太
宗
の
題
記
、

時
事
片
幅
、
半
紙
屏
扇
の
書
な
ど
す
べ
て
表
具
し
て
保
存
せ
よ
」
と
言
わ
れ
、

諸
州
に
太
宗
御
書
の
献
上
が
詔
さ
れ
た
よ
う
に
　
（
年
表
6
）
、
皇
帝
の
親
筆
は

崩
御
後
す
べ
て
が
御
書
閣
を
中
心
に
、
収
蔵
と
鑑
賞
の
対
象
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
。御
書
の
収
集
と
展
示
は
次
代
皇
帝
の
正
当
性
を
群
臣
に
示
す
重
大
な
文
化
事

業
で
あ
っ
た
か
ら
、
献
上
し
た
者
に
は
職
官
や
銀
絹
が
与
え
ら
れ
て
い
っ
た

（
年
表
参
照
）
。
例
え
ば
康
定
二
年
　
（
一
〇
四
一
）
　
真
宗
御
書
三
十
三
軸
を
献
じ

た
趨
永
徳
に
対
し
て
恩
州
刺
史
が
与
え
ら
れ
た
　
（
年
表
1
5
）
。
御
書
は
家
に
雷

蔵
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
、
そ
の
子
孫
か
ら
多
く
献
上
さ
れ
て
い
く
　
（
年
表
3
5
）
。

し
か
し
真
宗
御
書
に
つ
い
て
言
え
ば
、
皇
帝
崩
御
後
約
三
十
年
を
経
た
至
和
年

間
頃
に
は
す
で
に
収
集
の
飽
和
状
態
を
迎
え
た
よ
う
で
、
御
書
献
上
が
は
な
は

だ
多
い
事
が
言
わ
れ
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
御
書
収
集
に
よ
る
価
値
上
昇
は
、

民
間
に
お
い
て
御
書
の
売
買
の
風
潮
ま
で
を
も
生
ん
で
い
た
ら
し
い
　
（
年
表
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2
1
）
。
こ
こ
で
は
、
一
旦
民
間
に
下
賜
さ
れ
た
御
書
が
皇
帝
崩
御
後
そ
の
付
加

価
値
を
増
大
さ
せ
な
が
ら
、
再
び
大
量
に
宮
廷
に
回
流
し
て
い
く
様
子
が
想
像

で
き
る
。

靖
康
の
変
を
経
た
南
朱
で
は
、
前
述
　
『
賓
真
療
法
書
質
』
　
に
「
天
章
閣
」
　
の

印
の
あ
る
　
「
真
宗
皇
帝
御
製
宋
表
御
書
」
が
著
録
さ
れ
る
よ
う
に
、
宮
廷
旧
蔵

の
御
書
は
多
く
民
間
に
流
失
し
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
復
興
期
の
文
化

事
業
と
し
て
太
宗
、
真
宗
、
仁
宗
、
徽
宗
、
欽
宗
な
ど
北
宋
皇
帝
御
書
が
精

力
的
に
収
集
さ
れ
て
い
く
　
（
年
表
4
6
、
及
び
＊
参
照
）
。
ま
さ
に
南
宋
宮
廷
に

お
い
て
最
も
熱
心
に
集
め
ら
れ
た
文
物
の
一
つ
は
、
図
画
、
古
器
と
と
も
に
、

北
宋
皇
帝
の
御
書
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
か
く
も
精
力
的
に
御

苦
が
収
集
さ
れ
た
理
由
は
、
そ
れ
が
宮
廷
文
物
展
観
の
場
で
あ
る
観
書
、
曝
書

会
に
お
い
て
、
不
可
欠
の
展
示
物
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

観
書
会
と
は
北
宋
初
期
か
ら
お
こ
な
わ
れ
、
三
館
秘
閣
六
闇
を
中
心
に
収
集

さ
れ
た
文
物
を
皇
帝
が
群
臣
と
と
も
に
観
じ
、
宋
朝
の
文
化
的
権
威
を
確
認
す

る
活
動
の
こ
と
で
あ
る
。
中
期
以
降
に
は
、
よ
り
祝
祭
的
な
曝
書
会
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
全
体
で
六
十
余
回
の
記
録
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
曝
書
会

は
南
末
で
も
引
き
続
き
行
わ
れ
、
そ
れ
は
次
第
に
国
家
の
威
信
を
か
け
た
大
規

模
な
活
動
と
な
っ
て
い
っ
た
。

例
え
ば
紹
興
十
四
年
　
（
▲
　
▲
四
囲
）
、
新
秘
書
省
の
落
成
と
と
も
に
行
わ
れ

た
曝
書
会
で
は
　
（
年
表
3
6
、
3
7
）
　
高
宗
の
来
臨
を
仰
ぎ
、
群
臣
が
参
加
し
て
歴

代
御
苦
、
御
製
、
晋
唐
書
画
、
三
代
古
器
を
陳
し
、
あ
わ
せ
て
御
書
扇
、
筆
墨

な
ど
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
左
。
こ
の
時
高
宗
は
「
秘
府
の
書
籍
尚

お
少
な
し
、
宜
し
く
広
く
求
め
訪
ぬ
べ
し
」
と
言
い
、
こ
の
言
葉
に
呼
応
す
る

よ
う
に
、
そ
の
後
も
南
米
復
興
秘
閥
の
収
集
活
動
は
続
け
ら
れ
た
。
紹
輿
二
十

九
年
（
一
一
五
九
）
閏
六
月
に
は
、
通
常
歳
費
の
三
倍
以
上
の
一
千
貫
を
支

出
す
る
大
規
模
な
曝
書
会
が
開
催
さ
れ
（
年
表
3
9
）
、
お
そ
ら
く
こ
の
十
五
年

間
に
新
収
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
古
器
や
図
画
、
名
賢
墨
跡
に
加
え
、
祖
宗
御
書
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
観
者
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
紹
興
十
四
年
秘
書
省
曝
書
会
で
は
、

か
つ
て
紹
興
十
二
年
（
一
一
四
二
）
の
岳
飛
の
追
放
で
安
定
を
み
た
秦
櫓
体
制

の
成
立
を
祝
す
る
よ
う
に
、
百
官
を
率
い
て
高
宗
を
奉
迎
し
た
の
は
尚
書
左
僕

射
監
修
国
史
た
る
秦
槍
で
あ
り
、
ま
た
淳
配
州
五
年
（
一
一
七
八
）
孝
宗
が
秘
書

省
に
幸
す
と
、
紹
興
十
四
年
の
ご
と
く
に
曝
書
が
お
こ
な
わ
れ
、
秘
閣
の
東
西

壁
に
歴
代
御
書
、
高
宗
（
光
亮
太
上
皇
帝
）
の
琴
賊
を
以
っ
て
群
臣
に
示
し
、

さ
ら
に
翌
日
御
製
詩
を
賜
っ
た
の
は
宰
臣
史
浩
（
一
一
〇
六
～
一
一
九
四
）
で

あ
っ
た
（
年
表
4
3
）
。
こ
の
よ
う
に
南
宋
曝
書
会
に
お
け
る
重
要
な
文
物
の
観

者
は
、
皇
帝
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
列
す
る
宰
相
以
下
の
士
大
夫
た
ち
の

集
団
で
あ
り
、
彼
ら
が
文
物
の
展
観
と
、
そ
れ
に
伴
う
御
書
、
詩
文
の
応
酬
に

ょ
っ
て
、
そ
の
官
僚
秩
序
を
確
認
す
る
場
こ
そ
が
曝
書
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
文
物
展
観
の
場
に
お
い
て
不
可
欠
の
展
示
物
で
あ
り
、
そ
の
目
的

に
最
も
適
う
展
示
物
の
一
つ
が
、
収
集
さ
れ
た
歴
代
皇
帝
の
書
法
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

（
二
）
皇
帝
の
御
書
は
詩
や
文
章
だ
け
で
な
く
、
額
や
題
梓
も
、
下
賜
さ
れ

る
と
同
時
に
鑑
賞
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
た
。
開
封
宮
廷
に
お
け
る
文
教
を
司
る

二
大
機
関
で
あ
っ
た
翰
林
学
士
院
と
崇
文
院
秘
闇
に
は
そ
れ
ぞ
れ
太
宗
飛
白

「
玉
堂
之
署
」
、
「
秘
閣
」
額
並
び
に
序
賛
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
（
年
表
1
、
2
）
。

ま
た
国
家
祭
祀
を
行
う
重
要
な
殿
闇
、
明
堂
に
は
仁
宗
御
書
額
が
下
賜
さ
れ
た

（
年
表
1
9
）
。
こ
れ
以
外
に
も
、
大
中
祥
符
七
年
（
一
〇
一
四
）
降
臨
し
た
天
書
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を
納
め
る
た
め
に
作
ら
れ
た
玉
活
昭
応
宮
に
は
真
宗
御
書
額
が
（
年
表
9
）
、

歴
代
皇
帝
の
神
御
を
お
さ
め
る
景
霊
官
に
は
仁
宗
御
書
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

（
年
表
2
3
）
。
ま
た
宮
廷
外
に
お
い
て
建
設
さ
れ
た
神
御
殿
や
御
書
閥
に
も
皇
帝

御
書
額
が
与
え
ら
れ
た
。
太
祖
神
御
殿
で
あ
る
太
平
興
国
寺
開
先
殿
（
年
表
1

8
）
、

真
宗
の
神
御
殿
で
あ
る
慈
孝
寺
崇
真
殿
（
年
表
1
2
）
、
太
宗
御
書
闇
で
あ
る
大

相
国
寺
御
書
閣
（
年
表
1

6
）
や
五
台
山
真
容
院
（
年
表
1
7
）
等
に
仁
宗
御
書

額
牌
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
先
帝
を
顕
彰
す
る
宮
廷
内
外
の
建
造

物
に
現
在
の
皇
帝
が
額
を
与
え
る
こ
と
で
、
宋
朝
の
歴
史
を
二
重
に
荘
厳
し
、

そ
の
治
世
の
記
念
す
る
意
義
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
仁
宗
神
御
殿
で
あ
る

孝
厳
殿
に
は
次
代
英
宗
に
よ
っ
て
御
書
牌
が
な
さ
れ
（
年
表
2
4
）
、
英
宗
神
御

殿
で
あ
る
英
徳
殿
に
は
そ
の
子
神
宗
に
よ
っ
て
御
書
牌
が
な
さ
れ
て
い
る
（
年

表
2
5
）
よ
う
に
、
先
代
皇
帝
の
神
御
殿
に
今
上
皇
帝
が
額
を
賜
い
そ
れ
を
群
臣

に
示
す
こ
と
は
、
皇
帝
権
継
承
の
意
義
も
持
っ
て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

注
目
す
べ
き
は
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
事
前
の
展
観
を
と
も
な
い
、
題
額
が
建
築

に
掲
げ
ら
れ
た
後
で
も
、
碑
本
が
保
存
さ
れ
、
観
書
や
曝
書
会
の
場
で
繰
り
返

し
展
示
さ
れ
て
い
く
事
で
あ
る
（
年
表
2
7
等
）
。
こ
の
こ
と
は
御
書
額
が
単
な

る
書
法
や
標
識
で
は
な
く
、
宋
朝
の
文
化
的
持
続
力
を
宣
示
す
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
三
）
最
後
に
拓
本
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
額
を
ふ
く
め
た
御
書
は
、
展

観
と
下
賜
が
行
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
刻
石
と
そ
れ
に
よ
る
拓
本
に
よ
っ
て

複
製
が
作
ら
れ
、
さ
ら
な
る
再
配
分
が
行
わ
れ
た
。
御
書
を
効
率
的
流
通
さ
せ

る
た
め
、
忠
実
な
複
製
で
あ
る
拓
本
は
最
善
の
方
法
で
あ
り
、
そ
の
特
性
が
最

も
発
揮
さ
れ
た
媒
体
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

宮
廷
御
書
額
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
翰
林
学
士
院
、
秘
闇
の
太
宗
飛
日
額
は

い
ず
れ
も
太
宗
三
体
書
、
賛
、
序
な
ど
と
あ
わ
せ
て
刻
石
さ
れ
て
拓
本
と
な
り
、

「
百
本
を
以
て
近
臣
に
分
賜
」
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
　
（
年
表
3
、
4
）
。
ま

た
仁
宗
の
明
堂
御
書
額
も
畢
刻
さ
れ
て
近
臣
に
分
賜
さ
れ
て
い
る
（
年
表
1
9
）
。

こ
の
御
書
「
玉
堂
之
署
」
　
「
秘
閣
」
　
「
明
堂
」
　
の
開
封
宮
城
に
お
け
る
最
も
重
要

な
殿
閥
の
額
は
、
実
際
に
掲
げ
ら
れ
、
近
臣
に
展
覧
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、

い
ず
れ
も
拓
本
が
作
ら
れ
、
さ
ら
に
分
配
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
碑
本
は

宋
室
の
南
涯
後
、
御
書
「
秘
閣
」
は
福
州
か
ら
、
「
秘
閣
賛
、
序
」
　
は
安
徽
宣

州
か
ら
探
し
出
さ
れ
、
「
明
堂
」
　
は
進
士
黄
朝
美
か
ら
南
宋
秘
閥
へ
と
献
上
さ

れ
て
い
る
　
（
年
表
4
6
、
4
7
、
3
0
）
。
開
封
の
宮
城
と
元
来
の
御
書
額
自
体
は
失

っ
て
も
、
拓
本
が
分
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
末
は
か
つ
て
の
御
書

額
の
担
っ
て
い
た
栄
光
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

御
書
が
限
ら
れ
た
近
臣
の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く
全
国
に
下
賜
さ
れ
こ
と
は
、

至
道
元
年
（
九
九
五
）
　
蓑
愈
に
命
じ
て
江
南
両
断
諸
州
に
図
書
を
尋
訪
さ
せ
た

際
に
、
書
籍
や
文
物
を
献
上
し
た
者
に
　
「
御
書
石
本
」
を
下
賜
し
、
太
宗
崩

御
後
の
至
道
三
年
　
（
九
九
七
）
　
六
月
、
太
宗
御
書
を
「
天
下
名
山
勝
境
」
　
に
賜

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
　
（
年
表
5
）
。
宋
初
に
お
い
て
す
で
に
御
書
は

ひ
ろ
く
江
南
に
ま
で
北
末
の
権
威
を
示
す
も
の
と
し
て
下
賜
さ
れ
、
そ
の
こ
と

が
く
し
く
も
南
未
に
お
い
て
今
は
失
わ
れ
た
北
宋
宮
廷
の
御
書
収
集
に
貢
献
し

た
と
も
言
え
よ
う
。

歴
代
皇
帝
の
御
書
は
親
筆
墨
本
だ
け
で
は
な
く
、
石
刻
し
て
複
製
を
作
る
こ

と
で
初
め
て
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
た
。
例
え
ば
天
草
闇
に
お
さ
め
ら
れ

た
真
宗
御
書
が
石
本
九
十
編
に
作
ら
れ
　
（
年
表
1
0
）
、
高
宗
が
繰
り
返
し
下
賜

し
た
御
書
「
尚
書
」
　
「
詩
経
」
　
「
左
伝
」
　
「
大
学
」
な
ど
の
儒
教
経
典
が
各
地
に

立
石
さ
れ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
紹
興
二
十
九
年
の
南
宋
復
興
秘
闇
の
曝
書
会
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（
年
表
3
7
）
　
で
は
、
御
書
の
展
観
と
と
も
に
参
加
者
に
御
書
「
秘
閣
」
　
「
石
渠
」

の
碑
拓
も
下
賜
さ
れ
て
い
る
こ
と
　
は
そ
の
御
書
拓
本
の
具
体
的
な
流
通
を
示

す
と
い
え
よ
う
。
ま
た
絹
興
二
十
九
年
、
三
十
年
に
は
、
高
宗
御
書
、
「
玉
堂
」

額
を
拳
刻
し
て
曝
書
会
に
お
い
て
展
示
し
、
さ
ら
に
石
本
を
　
「
中
外
臣
僚
」

に
分
賜
せ
ん
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
御
書
が
基
本
的
に
下
賜

さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
製
作
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
挙
動
刊
石
に
よ
る
御
書
の
再
生
産
は
、
淳
配
州
八
年
　
（
一
一
八

）
　
の
秘
書
省
に
よ
る
　
「
九
朝
御
書
法
帖
」
　
の
制
作
に
よ
っ
て
そ
の
最
高
潮
を

迎
え
る
　
（
年
表
4
5
）
。
こ
れ
は
北
宋
秘
闇
に
お
け
る
　
「
淳
化
閣
法
帖
」
と
比
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
南
朱
が
約
六
十
年
に
わ
た
っ
て
収
集
し
て
き
た
北
宋

歴
代
皇
帝
御
苦
を
整
埋
立
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
後
淳
麒
十
一
年

（
一
了
八
州
二
　
七
月
曝
書
会
で
群
臣
に
展
示
分
賜
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
　
（
年
表

4
8
）
。こ

れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
末
代
に
お
い
て
は
御
書
が
、
皇
帝
に
よ
る
展
観
と

下
賜
、
臣
下
に
よ
る
収
蔵
と
宮
廷
へ
の
再
収
集
、
そ
し
て
拓
本
に
よ
る
再
分
配

と
い
う
過
程
を
た
ど
っ
て
社
会
の
中
で
流
環
し
て
い
く
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

れ
は
宮
廷
の
秘
閣
六
閣
を
中
心
と
す
る
文
物
と
意
味
の
循
環
シ
ス
テ
ム
と
も
言

え
よ
う
。
歴
代
皇
帝
は
多
く
「
朝
政
の
暇
に
翰
墨
に
意
を
遊
ば
せ
る
」
楽
し
み

を
述
べ
る
が
、
実
際
御
書
の
性
格
は
す
で
に
自
娯
の
範
囲
で
捉
え
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
皇
帝
御
書
は
政
権
を
彩
り
、
君
臣
の
関
係
を
安
定
化
さ
せ
る
た

め
の
不
可
欠
の
▲
⊥
具
と
し
て
機
能
し
た
。
宋
朝
は
三
館
秘
閥
を
中
心
に
瑞
物
、

書
籍
、
古
器
、
絵
画
等
様
々
な
物
の
収
集
と
再
生
産
を
お
こ
な
っ
た
が
、
御
書

は
そ
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
重
要
な
文
物
循
環
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
社
会
的
需
要
こ
そ
が
、
歴
代
に
書
を
善
く
す
る
皇
帝
を
産
出
し

て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。

四
．
「
太
白
名
山
碑
」
と
南
宋
禅
院

孝
宗
「
太
白
名
山
碑
」
　
の
御
書
碑
拓
と
し
て
の
性
格
に
は
こ
の
よ
う
な
南
宋

社
会
の
御
書
が
持
っ
て
い
た
背
景
が
あ
っ
た
が
、
最
後
に
本
碑
が
天
童
山
へ
下

賜
さ
れ
た
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

宋
代
寺
院
と
の
賜
額
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
成
果
が
あ
る
が
、
そ
れ

に
よ
る
と
末
代
勅
額
の
下
賜
は
、
勅
額
の
な
い
寺
観
を
淫
両
と
し
て
廃
絶
し
、

寺
観
の
安
定
し
た
存
続
や
税
制
の
優
遇
を
認
め
る
機
能
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
察

京
の
奏
請
で
全
国
の
州
軍
に
作
ら

れ
た
　
「
崇
寧
寺
観
」
　
は
南
末
に
い

た
っ
て
　
「
報
恩
光
孝
寺
」
　
と
改
め

ら
れ
、
も
っ
ぱ
ら
徽
宗
の
迫
薦
を

行
う
道
場
と
し
て
機
能
し
、
杭
州

浄
慈
寺
に
は
そ
の
　
「
孝
宗
御
書
額
」

も
掲
げ
て
あ
っ
た
。
「
支
那
禅
剃
図

式
」
　
（
東
福
寺
蔵
、
図
9
）
　
に
は
禅

林
に
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
額
の

様
子
も
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
孝

宗
は
淳
配
二
一
年
　
（
一
一
七
五
）
　
に

阿
育
王
山
の
舎
利
を
宮
中
に
迎
え
、

翌
正
月
に
は
　
「
妙
勝
之
殿
」
　
御
書

額
を
下
賜
し
、
今
も
重
刻
さ
れ
た
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も
の
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
年
表
4
0
、
図
1

0
）
。
勅
額
は
す
べ
て
が
皇
帝
の
御

書
額
で
は
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
皇
帝
の
御
筆
額
の
下
賜
は
、
寺
院
の
経
済

的
安
定
を
約
束
す
る
重
要
な
指
標
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に

南
末
に
お
い
て
皇
帝
御
書
額
が
多
く
禅
院
に
下
賜
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
注
目
し

た
い
。

す
で
に
詳
し
い
考
察
が
あ
る
よ
う
に
、
南
宋
仏
教
は
孝
宗
朝
か
ら
人
き
な
変

化
を
遂
げ
て
い
く
。
孝
宗
は
禅
を
好
み
、
大
慧
宗
呆
二
一
〇
七
～
二
六
三
）

を
宮
廷
に
引
き
入
れ
、
ま
た
そ
の
示
寂
後
は
、
彼
の
後
を
継
ぐ
園
悟
克
勤
（
一

〇
六
三
～
一
一
三
五
）
系
統
、
楊
岐
派
が
躍
進
し
、
宮
廷
の
儀
礼
に
は
天
台
、

浄
土
、
道
教
に
か
わ
り
、
次
第
に
禅
僧
が
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
中
で
、
次
代
の
寧
宗
時
代
に
制
作
さ
れ
た
の
が
、
馬
遠
「
禅
宗
祖
師
図
幅
」

五
幅
（
現
存
三
幅
、
図
日
）
で
あ
る
。
禅
を
五
家
に
わ
け
る
こ
と
は
、
唐
末

か
ら
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

謙
二
－
…
養

鴬

嬢

二

下

妻

　

　

　

　

■

三

轟

‥

図10　阿育王山舎利殿「妙勝之殿」御書額
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柊
も
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足
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．
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等

劇
凍
址
畢
噴
泉

与
え
沓
古
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永
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図11馬連「洞山涯水図」（東京国立博物館）、「清涼法眼禅師図」、「雲門大師図」（天龍寺）
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図12　「無準師範像」（東福寺）

臨
済
系
の
禅
が
大
き
く
躍
進
し
た
南
宋
中
期
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
る

よ
う
に
『
人
夫
眼
目
』
晦
巌
智
昭
編
。
淳
麒
十
五
年
二
一
八
八
）
や
『
▲
五
家

正
宗
賛
』
希
望
紹
曇
撰
。
宝
祐
二
年
（
一
二
五
E
）
と
い
っ
た
五
家
の
教
理
的

区
別
を
専
門
的
に
諭
ず
る
書
物
も
現
れ
て
い
く
。
馬
遠
「
禅
宗
祖
師
図
幅
」
は

そ
れ
ぞ
れ
五
家
祖
師
大
悟
の
場
面
を
描
き
、
「
五
家
」
を
区
別
す
る
明
確
な
意

識
に
よ
っ
て
作
品
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
円
爾
が
将
来
し
た
そ
の
師
「
無

準
師
範
像
」
（
図
1

2
）
の
克
明
で
か
つ
端
厳
な
肖
像
表
現
は
、
宮
廷
で
生
産
さ

れ
た
肖
像
画
と
も
近
い
作
風
を
見
せ
、
南
宋
禅
林
と
宮
廷
の
そ
れ
ぞ
れ
の
製
作

者
が
近
い
所
に
い
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。

孝
宗
第
二
皇
子
親
王
憶
と
天
童
寺
僧
慈
航
了
朴
の
交
流
の
結
果
下
賜
さ
れ

た
「
太
白
名
山
碑
」
は
、
こ
の
よ
う
な
南
宋
禅
が
宮
廷
に
多
く
の
支
持
者
を
獲

得
す
る
過
程
で
行
わ
れ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
注
目
す
べ

き
は
「
太
白
名
山
碑
」
と
同
じ
く
東
福
寺
に
伝
来
し
た
宋
碑
拓
の
中
に
、
皇

帝
と
江
南
禅
院
の
関
係
を
象
徴
す
る
御
書
碑
拓
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
御
書
碑
柘
が
ま
と
ま
っ
て
伝
来
す
る
の
は
東
福
寺
の
顕
著

な
特
徴
で
あ
る
が
、
例
え
ば
皇
祐
年
間
（
一
〇
四
九
～
一
〇
五
三
）
仁
宗
に
御

書
詩
十
七
編
を
賜
っ
た
懐
漣
が
（
年
表
2
0
）
、
配
苗
丁
三
年
二
〇
七
〇
）
阿
青

山
に
震
金
閣
を
建
て
て
奉
安
し
た
時
の
記
念
碑
が
蘇
拭
「
阿
育
王
山
廣
利
寺
辰

杢
閣
碑
」
（
図
1
3
）
で
あ
る
。
ま
た
紹
興
三
年
二
二
三
一
）
夏
、
南
宋
文
化

復
興
期
の
御
苦
収
集
に
あ
わ
せ
て
、
住
持
浄
曇
法
師
が
辰
杢
闇
に
あ
っ
た
歴
代

御
書
を
朝
廷
に
献
上
す
る
と
、
そ
れ
を
喜
ん
だ
高
宗
が
下
賜
し
た
の
が
「
明
州

阿
育
土
山
価
頂
光
明
塔
碑
」
（
図
1
4
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
御

書
閣
の
建
設
と
、
後
代
に
よ
る
御
苦
の
献
上
、
皇
帝
に
よ
る
再
下
賜
と
い
う
一

連
の
南
宋
御
書
の
循
環
シ
ス
テ
ム
を
示
す
碑
拓
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

孝
宗
御
書
碑
三
件
「
賜
問
彿
照
祀
師
語
拓
本
」
、
「
賜
価
照
祀
師
頒
拓
本
」
、
「
和

室
隠
長
老
偶
」
（
年
衣
4

2
、
図
1
5
）
は
孝
宗
が
当
時
阿
育
土
山
に
住
し
て
い
た

彿
照
禅
師
徳
光
二
二
■
～
二
〇
三
）
に
下
賜
し
た
御
書
を
刻
石
し
た
も

の
で
、
氾
成
人
「
贈
彿
照
祀
師
詩
碑
」
（
図
1
6
）
も
ま
た
徳
光
に
贈
っ
た
詩
文

で
あ
る
。
徳
光
は
、
大
慧
宗
朱
の
法
嗣
で
勅
を
う
け
て
径
山
に
住
み
、
「
彿
照

禅
師
秦
野
録
」
に
も
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
、
孝
宗
の
顧
問
的
禅
僧
で
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
は
宮
廷
を
中
心
と
す
る
御
書
の
下
賜
と
献
上
の
循
環
に
、
江
南
禅
院

が
参
画
し
て
い
く
過
程
が
見
て
取
れ
る
。
ま
さ
に
東
福
寺
御
書
碑
拓
は
南
宋
禅

－21－

図13　蘇斌「阿育王山鹿利寺
震室閣碑」（宮内庁青
陵部、東福寺旧蔵）



㌣
∴
図14　高宗「明州阿育王山彿頂
光明塔碑」（宮内庁書陵
部、東福寺旧蔵）

が
宮
廷
に
お
い
て
確
固
た
る
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
こ
と
を
示
す
指
標
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
「
太
白
名
山
碑
」
　
は
こ
の
よ
う
な
象

徴
的
な
意
味
を
持
っ
て
寺
門
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。

五
．
お
わ
り
－
「
太
白
名
山
碑
」
の
変
容

∴
鱒
図15　孝宗「和墓暖長老侶」

（東福寺）

以
上
の
よ
う
に
南
宋
社
会
に
お
い
て
　
「
太
白
名
山
碑
」
　
は
、
強
い
政
治
的
意

味
を
も
っ
て
機
能
し
た
御
書
で
あ
っ
た
。
し
か
し
南
宋
滅
亡
と
そ
れ
に
伴
う
江

南
社
会
の
変
質
に
従
っ
て
、
そ
の
意
味
は
変
化
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
日
本

に
あ
っ
て
　
「
太
白
名
山
碑
」
　
は
、
南
宋
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
あ
っ
た
政
治
的
標

識
と
し
て
の
意
義
を
失
い
、
禅
の
墨
蹟
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、

円
爾
坐
化
の
翌
々
年
に
生
を
う
け
た
大
燈
国
師
宗
峰
妙
超
　
（
一
二
八
二
～
二
二

三
七
）
　
「
開
山
」
　
（
一
三
二
九
年
、
図
1
7
）
　
の
、
雄
渾
で
、
線
の
変
化
を
伴
わ
ず
、

起
筆
の
特
徴
的
な
墨
蹟
に
は
、
あ
き
ら
か
に
「
太
白
名
山
」
碑
の
余
韻
が
見
ら

れ
、
ま
た
虎
開
師
練
　
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
　
「
聯
芳
」
　
（
正
木
美
術
館
）
　
や

－22－

図16　箔成大「贈彿照禅師詩碑」
（宮内庁書部）

「
花
屋
号
」
　
（
三
井
記
念
美
術
館
）
　
な
ど

の
中
央
署
款
印
章
が
押
さ
れ
る
形
式

は
、
自
身
も
住
し
た
東
福
寺
で
　
「
太
白

名
山
碑
」
を
実
見
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
考
察
し
た
と

お
り
こ
れ
は
、
南
宋
社
会
に
お
い
て
は

皇
帝
御
書
の
形
式
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
南
末
に
あ
っ
て
は
極
め
て
政
治

的
、
実
用
的
な
持
っ
て
い
た
　
「
太
白
名

図17　宗峰妙超「開山」（部分、妙心寺）



山
碑
」
　
の
御
書
書
風
が
、
日
本
で
は
次
第
に
禅
世
界
の
墨
蹟
へ
と
意
味
が
変
容

し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
南
宋
社
会
に
お
い
て
皇
帝
御
書
が
、
下
賜
・
展
観
　
（
宮

廷
）
1
収
蔵
（
臣
下
）
1
再
収
集
・
再
下
賜
（
宮
廷
）
1
収
蔵
（
臣
下
）
　
と
い
う

文
物
循
環
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て

「
太
白
名
山
碑
」
　
に
代
表
さ
れ
る
東
福
寺
伝
来
の
御
書
碑
柘
が
、
そ
の
中
に
あ

っ
て
、
寺
院
と
宮
廷
の
安
定
し
た
関
係
を
示
す
役
割
を
果
た
し
て
い
た
事
を
指

摘
し
た
。
末
代
皇
帝
の
御
書
碑
拓
は
、
文
献
上
に
は
大
量
の
記
載
が
あ
る
も
の

の
、
中
国
本
土
で
の
現
存
例
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
は
御
書
と
い

う
も
の
が
政
治
性
と
密
接
に
関
係
し
、
社
会
の
変
化
の
中
で
そ
の
役
割
を
終
え

て
い
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
東
福
寺
伝
来
の
御
書
碑
拓
は
、
禅
文

脈
に
入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
た
稀
有
な
例
と
言
え
る
。

末
代
は
文
物
の
収
集
と
再
生
産
が
、
宮
廷
秘
闇
を
中
心
と
し
て
、
盛
ん
に
行

わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
末
代
が
そ
の
後
の
中
国
史
の
な
か
で
確
固
た
る
文
化

地
位
を
占
め
え
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
文
化
機
構
の
活
発
な
働
き
と
無
縁
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
末
代
の
モ
ノ
の
世
界
に
は
三
館
秘
閣
六
闇
に
お
け
る

収
蔵
、
下
賜
、
展
観
活
動
が
強
く
影
響
し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
な
か
で
も
特

に
御
書
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
同
じ
く
盛
ん
に
製
作
さ
れ
下
賜
さ
れ
て
い
っ

た
絵
画
や
そ
の
表
現
展
開
と
の
関
係
は
今
回
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
今
後
続
け
て
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思

、
つ
○

註
（
1
）
　
「
普
門
院
経
論
章
疏
語
録
儒
書
目
録
」
　
（
『
東
福
寺
誌
』
　
文
和
二
年
十
一
月
条
、
思
文
閣
出

版
、
一
九
三
〇
年
）

（
2
）
　
「
淳
黙
五
年
、
孝
宗
皇
帝
親
混
墨
、
麗
翰
大
書
「
太
白
名
山
」
　
以
賜
天
童
山
景
徳
寺
。
寺

之
門
甚
雄
、
敵
刻
雲
章
尊
閣
其
上
。
又
於
万
丈
専
建
一
闇
、
以
戒
真
跡
。
賓
為
碑
林
盛
事
、

前
所
未
有
也
。
」
棲
鎗
「
千
彿
閣
記
」
　
『
天
童
寺
記
』
　
巻
二
、
（
明
文
書
局
　
『
中
国
彿
寺
志

彙
刊
』
　
第
一
輯
第
十
三
冊
、
ま
た
　
『
攻
娩
集
』
　
巻
五
七
　
（
『
叢
書
集
成
初
編
』
　
本
、
以
下

同
じ
）
、
所
収
）
。
ま
た
「
太
白
名
山
碑
」
は
　
「
五
年
。
御
書
太
白
名
山
。
賜
住
山
了
朴
繹

師
　
（
師
鍍
慈
杭
）
」
　
（
『
彿
祖
統
紀
』
　
巻
第
四
十
七
、
T
4
9
・
4
2
9
・
b
）
　
や
、
「
天
書

御
製
」
　
（
『
彿
祖
統
紀
』
　
巻
第
五
十
一
、
T
・
4
5
2
・
a
）
」
　
に
も
著
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
慈
航
了
朴
に
つ
い
て
は
道
融
　
『
叢
林
盛
事
』
　
（
T
8
6
・
6
9
1
・
a
）
　
を
参
照
。

（
3
）
　
「
太
白
名
山
碑
」
　
に
つ
い
て
の
従
来
ま
で
の
主
な
研
究
は
以
下
の
通
り
。
外
山
軍
治
「
太

白
名
山
碑
」
解
説
　
（
『
書
道
全
集
』
　
宋
Ⅱ
、
平
凡
社
、
一
九
五
五
年
）
、
中
田
勇
次
郎

「
太
白
名
山
碑
」
解
説
　
（
『
原
色
日
本
の
美
術
請
来
美
術
　
（
絵
画
書
）
』
　
小
学
館
、
一
九

七
一
年
）
、
角
井
博
「
入
宋
僧
の
将
来
品
」
　
（
『
日
本
の
国
宝
』
　
七
一
、
一
九
九
八
年
）
、
同

「
太
白
名
山
碑
」
解
説
　
（
『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
南
宋
金
』
　
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

（
4
）
　
拙
稿
「
末
代
飛
自
書
洩
析
－
以
宋
初
皇
室
飛
白
書
的
原
貌
輿
其
流
俸
為
中
心
－
」
　
（
『
談
整

研
究
生
論
文
蓉
表
禽
　
論
文
集
』
　
中
央
大
学
蛮
術
撃
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
）
　
に
詳
論
し

た
。

（
5
）
　
痩
金
体
に
つ
い
て
は
荘
厳
「
中
国
書
法
中
的
痩
金
饅
」
　
（
『
山
堂
活
話
』
　
国
立
故
宮
博
物

院
、
一
九
八
〇
年
）
、
楊
仁
憶
「
宋
徽
宗
趨
倍
書
法
整
術
填
談
」
　
（
『
書
法
叢
談
』
第
十
四

韓
、
北
京
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
、
西
川
寧
「
宋
徽
宗
の
痩
金
吾
千
字
文
」
　
（
『
西

川
寧
著
作
集
』
　
第
二
巻
、
二
玄
社
、
一
九
九
一
年
）
　
等
を
参
照
。
ま
た
、
P
a
t
r
i
c
i
a
 
B
．

E
b
r
e
y
㌦
H
u
i
 
N
O
n
g
㌦
S
t
O
n
e
 
l
n
s
c
r
i
p
t
i
O
n
S
〉
】
｝
P
a
t
r
i
c
i
a
B
一
E
b
r
e
y
a
n
d
M
a
g
g
－
e

B
i
c
k
才
r
d
 
e
d
．
鴎
ヨ
七
篭
O
「
和
己
N
O
P
g
P
P
丸
い
已
m
 
h
S
g
 
C
F
ぎ
戸
±
訂
⊥
㌔
恵
と
〇
＝
鼠

C
已
ぎ
r
q
Q
3
丸
さ
m
c
已
ぎ
r
n
O
、
七
〇
琵
打
払
u
H
a
∃
a
r
d
U
n
i
く
e
r
S
i
t
y
P
r
e
s
s
）
N
0
0
の
．

（
6
）
　
模
鎗
　
『
攻
塊
集
』
　
巻
六
九
。

（
7
）
　
宋
恵
良
「
南
宋
皇
室
書
法
」
　
（
『
故
宮
学
術
季
刊
』
　
第
二
巻
民
団
七
十
四
年
第
四
期
、
一
九
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八
五
年
）
、
陳
振
涯
「
末
代
帝
王
的
書
法
」
　
（
『
書
譜
』
　
六
〇
、
一
九
八
四
年
）
。

（
8
）
　
徐
邦
達
「
孝
宗
趨
青
書
題
」
　
（
『
古
書
書
一
偽
靴
考
排
』
　
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
、

同
「
俸
宋
高
宗
趨
構
孝
宗
趨
奇
書
馬
和
之
董
《
毛
詩
》
巻
考
排
」
　
（
『
故
宮
博
物
院
院
判
』

第
二
九
期
三
、
一
九
八
五
年
）
。

（
9
）
　
『
書
史
禽
要
』
　
（
上
海
書
店
、
武
進
陶
氏
逸
園
景
刊
明
洪
武
本
影
印
本
）
。

（
1
0
）
　
『
金
石
拳
編
』
　
巻
一
三
三
宋
二
八
　
（
台
北
国
風
出
版
社
影
印
本
）
。
下
賜
の
年
代
に
つ
い
て

は
王
朝
の
考
証
を
参
考
に
し
た
。

（
1
1
）
　
『
玉
海
』
巻
三
四
、
『
斉
東
野
語
』
巻
十
「
花
公
石
湖
」
　
（
中
華
書
局
、
唐
宋
史
料
筆
記
本
）
、

『
文
献
適
者
』
　
第
二
四
〇
経
籍
六
十
七
　
「
石
湖
集
一
百
三
十
六
巻
」
　
（
中
華
書
局
本
）
。

（
1
2
）
　
す
で
に
李
心
博
も
述
べ
る
よ
う
に
、
皇
帝
御
書
は
皇
帝
本
人
の
親
筆
と
は
限
ら
な
い
。
夫

人
や
近
臣
に
よ
っ
て
代
筆
が
行
わ
れ
て
い
た
　
（
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
　
巻
十
一
「
親
筆

輿
内
批
不
同
」
　
（
中
華
書
局
、
唐
宋
史
料
筆
記
本
）
）
。
し
か
し
　
「
太
白
名
山
碑
」
　
と
　
「
石

湖
碑
」
　
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
皇
帝
御
書
は
明
ら
か
に
そ
れ
と
分
か
る
特
徴
を
も
っ
て
創

出
さ
れ
、
社
会
で
流
通
し
た
事
に
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
厳
密
に

は
代
筆
を
含
む
も
の
も
、
当
時
皇
帝
の
書
と
し
て
認
識
さ
れ
て
機
能
し
た
皇
帝
の
書
は
す

べ
て
　
「
御
書
」
　
と
し
て
扱
い
、
一
括
し
て
そ
の
歴
史
的
背
景
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た

ヽ

　

0

（
1
3
）
　
類
似
の
概
念
に
　
「
御
集
」
　
が
あ
る
。
御
集
は
皇
帝
崩
御
後
に
一
代
の
文
集
を
編
集
し
た
も

の
で
、
こ
こ
で
い
う
書
法
と
し
て
の
形
態
を
と
る
御
書
御
筆
と
は
区
別
し
て
論
を
進
め

る
。

（
1
4
）
　
『
宋
含
要
』
崇
儒
七
－
四
〇
、
『
玉
海
』
巻
三
三

（
1
5
）
　
高
宗
期
の
美
術
と
政
治
性
に
つ
い
て
は
J
u
－
i
a
 
K
．
M
u
r
r
a
y
V
竜
Q
訂
N
E
白
さ
乳
汁
か
も

ー
記
監
守
已
訂
諸
員
叶
許
へ
虚
O
Q
か
阜
○
軋
謡
、
、
〉
P
r
i
n
c
e
t
O
n
U
n
i
く
e
r
S
i
t
y
P
r
e
s
s
L
等
U
．
．
h
T
h
e

R
O
－
e
O
f
と
リ
ー
i
n
S
O
u
t
h
e
r
n
 
S
u
n
g
D
y
n
a
s
t
i
c
R
e
ま
く
a
－
∵
浮
き
註
：
予
診
羞
言
責

当
≡
当
〓
峯
≡
沈
莞
－
0
0
こ
芸
戸
を
参
照
。

（
1
6
）
　
挿
図
は
宋
太
宗
、
真
宗
、
仁
宗
が
山
東
長
活
霊
岩
寺
に
下
賜
し
た
御
書
を
お
さ
め
た
御
書

閥
で
あ
る
。
当
初
の
御
書
閥
は
金
貞
佑
二
年
　
（
一
二
一
四
）
　
の
兵
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ

た
が
、
重
建
さ
れ
た
も
の
が
現
存
す
る
。
宋
王
達
「
壷
岩
千
彿
殿
記
」
　
（
『
壷
岩
寺
』
　
文
物

出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
、
宋
願
尉
張
公
亮
「
斉
州
景
徳
壷
岩
寺
記
」
（
『
塞
岩
志
略
』

（
『
長
清
輝
誌
』
巻
之
末
（
収
於
『
長
浦
願
誌
』
三
、
『
中
国
方
志
叢
書
』
第
三
六
五
被
、

成
文
出
版
社
、
清
道
光
十
五
年
影
印
本
）
）
を
参
照
。

（
1
7
）
徴
宗
か
ら
賜
っ
た
親
製
詔
書
御
筆
書
画
を
お
さ
め
る
為
に
作
ら
れ
た
高
麗
の
清
誰
閣
・
宝

文
闇
も
、
基
本
的
に
同
じ
機
能
を
持
つ
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
北
宋
三
館
秘
閥
を

中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
文
物
交
換
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
海
外
書
』
小
論
－
北
宋
三

館
秘
闇
の
文
物
収
集
の
史
的
意
義
と
、
美
術
外
交
に
つ
い
て
の
一
考
察
－
」
（
『
大
和
文
筆
』

一
一
五
号
、
二
〇
〇
六
年
）
に
詳
論
し
た
。

（
18）
『
賓
真
療
法
書
賛
』
巻
一
（
中
国
学
術
名
著
第
五
輯
牽
術
叢
編
第
一
集
第
二
十
四
冊
、
世

界
書
局
本
）
。
な
お
こ
こ
に
著
録
さ
れ
る
「
御
漢
腰
」
は
飛
白
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。

（
19）
こ
の
よ
う
な
政
治
に
お
け
る
御
筆
文
書
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
平
田
茂
樹
「
宋
代
政
治
構

造
試
論
－
対
と
議
を
手
掛
か
り
と
し
て
1
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
第
五
二
巻
第
四
号
、
一
九

九
四
年
）
、
「
周
必
大
『
思
陵
録
』
・
『
奉
詔
録
』
か
ら
見
た
南
宋
初
期
の
政
治
構
造
」
（
『
人

文
研
究
』
五
五
－
二
、
二
〇
〇
四
年
）
、
徳
永
洋
介
「
末
代
の
御
筆
手
詔
」
（
『
東
洋
史
研

究
』
第
五
七
巻
第
三
号
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

（
2
0
）
『
長
編
』
巻
五
三
、
『
玉
海
』
巻
二
七

（
2
1
）
『
宋
含
要
』
崇
儒
六
－
八

（
2
2
）
観
書
、
曝
書
会
の
具
体
的
な
変
遷
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
。

（
2
3
）
『
宋
史
』
巻
一
一
三
、
『
玉
海
』
巻
二
七
、
『
宋
合
要
』
崇
儒
七
1
四
六
、
『
南
宋
館
閣
録
』

巻
六
、
『
続
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
六

（
2
4
）
『
南
宋
館
閣
録
』
巻
六

（
2
5
）
こ
の
時
孝
宗
が
史
浩
に
賜
う
詩
は
『
混
杢
律
髄
』
巻
五
昇
平
（
上
海
古
籍
出
版
社
本
）
に

所
収
さ
れ
、
さ
ら
に
呂
視
謙
「
恭
和
御
製
秋
月
幸
秘
書
省
近
体
詩
」
が
同
書
お
よ
び
『
詩

話
総
亀
』
後
集
巻
一
（
人
民
文
学
出
版
社
本
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
2
6
）
翰
林
学
士
院
の
空
間
に
つ
い
て
は
小
川
裕
充
「
院
中
の
名
画
1
董
羽
・
巨
然
・
燕
粛
か
ら

郭
輿
ま
で
」
（
『
鈴
木
敬
先
生
還
暦
記
念
中
国
絵
画
史
論
集
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一

年
）
。

（
2
7
）
御
書
額
が
不
断
に
下
賜
さ
れ
た
景
霊
宮
は
歴
代
皇
帝
神
御
を
お
さ
め
る
重
要
な
殿
闇
で
あ
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る
。
そ
の
展
開
と
東
ア
ジ
ア
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
小
川
裕
充
「
北
宋
時
代
の
神
御
殿

と
宋
太
祖
・
仁
宗
坐
像
に
つ
い
て
－
そ
の
東
ア
ジ
ア
世
界
的
普
遍
性
」
　
（
『
国
華
』
　
二
一
五

五
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

（
墾
　
『
麟
台
』
巻
二
　
『
長
編
』
巻
三
八
、
『
宋
舎
要
』
崇
儒
四
－
四
／
一
六
、
『
玉
海
』
巻
三
三

（
2
9
）
　
こ
の
過
程
に
つ
い
て
は
稿
末
年
表
、
及
び
内
藤
乾
吉
「
御
書
石
経
」
　
（
『
書
道
全
集
』
宋
Ⅱ
、

平
凡
社
、
一
九
五
五
年
）
、
J
u
－
i
a
声
M
u
r
r
a
y
㌦
S
u
n
g
只
a
？
t
S
u
n
g
a
S
A
r
t
i
s
t
a
n
d

P
a
t
r
O
n
‥
t
h
e
T
h
e
m
e
 
O
f
D
y
n
a
s
t
i
c
 
R
e
く
i
＜
巴
〉
J
 
C
h
u
・
t
S
i
n
g
L
i
｝
e
d
．
〉
A
ユ
恵
蒜
n
s
鼓

「
ご
、
、
・
こ
ミ
∵
チ
…
‥
チ
こ
こ
、
ミ
ニ
、
亨
三
、
ミ
ミ
■
士
、
…
、
‥
十
二
≡
、
妄
⊥
ご
こ
ミ
、
、
手
K
コ
・
丁
ツ

F
O
u
n
d
a
t
i
O
n
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
O
f
P
J
t
H
i
s
t
O
r
y
｝
U
n
i
く
e
r
S
i
t
y
O
f
K
a
n
s
a
s
L
簸
準
を
参

照
。

（
3
0
）
　
『
南
宋
館
閣
録
』
巻
六
。

（
3
1
）
　
『
宋
曾
要
』
崇
儒
六
－
三
、
『
玉
海
』
巻
3
4
、
『
南
宋
館
閣
録
』
巻
六
。

（
3
2
）
　
莫
家
良
「
南
宋
刻
帖
文
化
管
窺
」
　
（
『
中
国
碑
帖
輿
書
法
国
際
研
討
舎
論
文
集
』
、
香
港
中

文
大
学
文
物
館
、
二
〇
〇
．
年
）
。

（
3
3
）
　
太
宗
に
つ
い
て
は
　
『
宋
太
宗
実
録
』
第
三
三
、
『
玉
海
』
巻
三
三
、
真
宗
は
　
『
玉
海
』
巻

二
七
、
『
長
編
』
巻
九
六
、
仁
宗
は
　
『
玉
海
』
巻
二
七
、
高
宗
は
　
『
宋
合
要
』
崇
儒
六
－

十
三
／
二
〇
、
『
玉
海
』
　
巻
三
四
、
孝
宗
は
　
『
宋
舎
要
』
崇
儒
六
－
二
一
、
『
玉
海
』
巻
三

四
な
ど
に
お
い
て
い
ず
れ
も
同
内
容
の
発
言
を
し
て
い
る
。

（
3
4
）
　
松
本
浩
一
「
末
代
の
賜
額
・
賜
号
に
つ
い
て
－
主
と
し
て
　
『
宋
舎
要
輯
稿
』
　
に
み
え
る
史

料
か
ら
－
」
　
（
野
口
織
郎
　
［
編
］
　
『
中
国
史
に
お
け
る
中
央
政
治
と
地
方
社
会
』
　
昭
和
6
0
年

度
科
学
研
究
費
補
助
金
総
合
研
究
　
（
A
）
　
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
八
六
年
）
、
竺
沙
雅

章
「
寺
観
の
賜
額
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
仏
教
社
会
史
研
究
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
二
年
）
、

小
島
毅
「
正
両
と
淫
雨
－
福
建
地
方
の
地
方
誌
に
お
け
る
ー
記
述
と
論
理
」
　
（
『
東
洋
文
化

研
究
所
紀
要
』
　
第
二
四
冊
、
一
九
九
一
年
）
、
須
江
隆
「
唐
末
期
に
お
け
る
詞
廟
の
廟

額
・
封
号
の
下
賜
に
つ
い
て
」
　
（
『
中
国
－
社
会
と
文
化
』
　
九
号
、
一
九
九
四
年
）
、
同

「
配
州
寧
七
年
の
詔
－
北
宋
神
宗
朝
期
の
賜
額
・
賜
号
」
　
（
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
　
八
号
、

二
〇
〇
一
年
）
。

（
3
5
）
　
注
記
に
は
「
天
寧
寺
額
」
と
あ
る
。
本
図
に
つ
い
て
は
、
横
山
秀
哉
「
末
代
天
童
寺
伽
藍

の
規
模
に
つ
い
て
」
　
（
『
禅
研
究
所
紀
要
』
　
第
十
一
号
、
一
九
八
二
年
）
、
石
井
修
道
「
中

国
の
五
山
十
剃
制
度
に
つ
い
て
ー
大
乗
寺
所
蔵
寺
伝
五
山
十
剃
図
を
中
心
と
し
て
－
」

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
　
第
三
一
巻
第
一
号
、
一
九
八
二
年
）
。

（
3
6
）
　
釈
従
廓
「
阿
育
王
山
舎
利
宝
塔
記
」
　
（
『
明
州
阿
育
王
山
志
』
　
巻
三
　
（
明
文
書
局
『
中
国
彿

寺
志
彙
刊
』
　
第
一
輯
第
十
一
冊
、
以
下
同
じ
）
）
。

（
3
7
）
一
般
に
は
、
州
軍
か
ら
勅
額
の
奏
請
を
う
け
る
詔
を
う
け
る
と
、
当
該
寺
院
が
額
牌
を
つ

く
っ
て
大
字
で
書
勤
し
た
後
、
そ
の
額
牌
を
州
府
ま
で
は
こ
ん
で
検
閲
を
う
け
、
額
と
し

た
よ
う
で
あ
る
　
（
竺
沙
雅
章
「
寺
観
の
賜
額
に
つ
い
て
」
前
註
　
（
3
4
）
）
。

（
墾
石
井
修
道
「
孝
宗
（
南
宋
）
と
禅
宗
－
道
元
の
南
宋
禅
林
観
と
関
連
し
て
」
　
（
『
宗
学
研
究
』

二
四
、
一
九
八
二
年
）
、
竺
沙
雅
章
「
末
代
宮
廷
の
葬
送
と
禅
宗
教
団
」
、
石
井
修
道
「
南

宋
禅
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」
　
（
以
上
二
編
収
於
　
『
宋
代
禅
宗
の
社
会
的
影
響
』
　
山
喜
房
彿

書
林
、
二
〇
〇
二
年
）
。

（
3
9
）
　
板
倉
聖
暫
「
南
宋
文
化
に
お
け
る
宮
廷
絵
画
1
馬
遠
の
誕
生
ま
で
－
」
　
（
『
南
宋
絵
画
－
詩

情
雅
致
の
世
界
－
』
根
津
美
術
館
、
二
〇
〇
四
年
）

（
4
0
）
　
石
守
謙
「
古
侍
日
本
之
南
宋
人
物
蓋
的
董
史
意
義
－
兼
論
元
代
的
一
些
相
関
問
題
」
　
（
『
国

立
墓
湾
大
学
美
術
史
研
究
集
刊
』
　
五
、
一
九
九
八
年
）
、
海
老
根
聴
郎
「
頂
相
墳
談
－
造

形
主
体
を
め
ぐ
っ
て
」
　
（
『
大
和
文
華
』
　
第
二
五
号
、
二
〇
〇
六
年
）
、
ま
た
南
宋
画
院

の
実
態
に
つ
い
て
は
、
彰
慧
渾
「
丙
宋
宮
廷
弔
画
備
戒
制
度
之
変
－
以
秘
陶
力
核
心

的
塩
蔵
机
制
研
究
」
（
『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
　
二
〇
〇
五
年
第
一
期
）
、
同
「
”
南
宋
画
院
“
之

省
舎
耽
制
与
画
史
想
像
」
（
『
故
官
学
刊
』
第
二
韓
、
二
〇
〇
五
年
）
、
同
「
走
出
宮
糖
‥

由
”
書
一
家
十
三
科
“
談
南
宋
宮
廷
蓋
師
之
民
間
性
」
　
（
『
蛮
術
史
研
究
』
第
7
韓
、
二
〇
〇

六
年
）
　
を
参
照
。

（
4
1
）
　
普
門
院
伝
来
南
宋
碑
拓
は
現
在
分
蔵
さ
れ
る
。
「
孝
宗
御
書
太
白
名
山
四
大
字
」
　
「
孝
宗
御

書
　
（
大
暑
流
金
石
）
」
　
「
孝
宗
御
書
　
（
釈
迦
仏
入
山
）
」
　
「
孝
宗
御
書
　
（
床
東
一
払
子
）
」
　
「
天

童
山
景
徳
寺
新
僧
堂
記
」
　
「
明
覚
大
師
伝
」
　
「
日
本
国
丞
相
藤
原
公
捨
経
記
」
　
「
仏
鑑
禅
師

遺
偶
」
　
（
以
上
東
福
寺
）
、
「
明
州
天
童
山
景
徳
禅
寺
天
輪
蔵
記
」
蘇
輯
「
阿
育
王
山
廣
利

寺
辰
杢
閣
碑
」
花
成
大
「
贈
彿
照
樺
師
詩
碑
」
高
宗
「
明
州
阿
育
王
山
彿
頂
光
明
塔
碑
」

（
以
上
宮
内
庁
書
陵
部
）
　
で
あ
る
。
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（
4
2
）
　
神
田
喜
一
郎
　
『
書
蹟
名
品
叢
刊
一
七
一
宋
蘇
東
坂
在
室
閣
碑
』
　
二
玄
社
、
一
九
七
七
年
、

『
明
州
阿
育
王
山
志
』
　
巻
四
、
『
続
志
』
　
巻
十
一
。

（
4
3
）
　
内
藤
乾
吉
　
「
彿
頂
光
明
塔
碑
」
　
（
『
書
道
全
集
』
　
宋
Ⅱ
、
平
凡
社
、
一
九
五
五
年
）
、
親

王
憶
　
「
供
舎
利
金
塔
記
」
　
（
『
明
州
阿
育
玉
山
志
』
巻
三
）
。

（
4
4
）
　
外
山
軍
治
「
御
製
和
姦
隙
長
老
侶
」
　
（
『
書
道
全
集
』
宋
Ⅱ
、
平
凡
社
、
一
九
五
五
年
）
。

（
4
5
）
　
『
古
尊
宿
語
録
』
　
四
十
八
　
（
中
国
儒
教
典
籍
選
刊
、
中
華
書
局
本
）
。

（
4
6
）
　
南
宋
寺
院
へ
の
日
本
か
ら
の
木
材
や
財
の
送
付
は
、
人
宋
僧
た
ち
に
南
宋
寺
院
が
期
待
し

た
役
割
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
と
御
書
碑
の
請
来
、
ま
た
東
福

寺
碑
拓
の
請
来
者
、
請
来
時
期
に
つ
い
て
は
後
考
を
侯
ち
た
い
。
有
馬
嗣
朗
「
入
宋
僧
の

勧
進
活
動
に
つ
い
て
」
　
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
七
巻
第
二
号
、
一
九
九
八
年
十
二

月
）
、
藤
田
明
良
「
南
都
の
唐
人
－
東
ア
ジ
ア
海
域
か
ら
中
世
日
本
を
見
る
1
」
　
（
『
奈
良

歴
史
研
究
』
第
五
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
佐
藤
秀
孝
「
聖
一
派
の
入
宋
・
入
元
僧
に
つ

い
て
－
円
爾
の
東
福
寺
僧
団
と
宋
元
の
禅
宗
」
　
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
　
第
五
三
巻
第
二

号
、
二
〇
〇
五
年
）
　
等
を
参
考
。

本
稿
は
美
術
史
研
究
会
第
六
回
総
会
　
（
平
成
十
八
年
二
月
十
七
日
、
於
神
戸
大
学
）
　
で
の
研

究
発
表
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
大
学
百
橋
明
穂
教
授
、
宮
下
規
久
朗
助
教
授
に
は

始
終
ご
指
導
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
し
ま
す
。

な
お
本
稿
は
平
成
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
　
（
若
手
研
究
B
）
　
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

塚
本
麿
充
　
（
つ
か
も
と
・
ま
ろ
み
つ
）

二
〇
〇
一
年
　
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
了

二
〇
〇
一
年
～
二
〇
〇
三
年
　
中
華
人
民
共
和
国
政
府
奨
学
金
留
学
生
と
し
て
南
京
師

範
大
学
美
術
学
院
に
留
学
。

二
〇
〇
三
年
～
二
〇
〇
四
年
　
中
華
民
国
教
育
部
奨
学
金
給
付
生
と
し
て
囲
立
台
湾
大

学
輩
術
史
研
究
所
に
留
学
。

二
〇
〇
五
年
　
大
和
文
華
館
学
芸
部
部
員
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図
版
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図
1
、
1
5
、
1
7
　
（
『
原
色
日
本
の
美
術
』
　
二
九
、
小
学
館
、
一
九
七
一
年
）
、

図
2
　
（
『
日
本
美
術
全
集
』
第
八
巻
、
一
九
九
四
年
）

図
3
、
4
、
1
2
、
1
6
　
（
『
世
界
美
術
全
集
東
洋
編
南
宋
・
金
』
　
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

図
5
　
（
『
宋
代
書
董
冊
頁
名
品
特
展
』
　
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
九
五
年
）

図
6
、
7
　
（
　
『
北
京
圃
書
館
戒
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
彙
編
』
　
四
三
巻
、
中
州
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
）

図
8
、
1
0
　
（
筆
者
撮
影
）

図
1
3
、
1
4
　
（
『
書
道
全
集
』
　
第
十
六
巻
宋
Ⅱ
、
平
凡
社
、
一
九
五
五
年
）

図
1
8
　
（
『
日
本
美
術
全
集
』
　
第
十
四
巻
、
学
研
、
一
九
九
四
年
）



宋代御書の流通主要年表（異動のある場合は（『史料』：異動）で示した。）

皇 帝 年 号 記 事 史 料 本文引用

人ニj‘ご 9 8 8 人 、It興 し玉l八 年 ．紬 韓院 に 「イ上二法 」 軒 を 卜腸。 H 鮎 j　巻 2 3

人ニj‾ご 9 9 0 沖 化 元 年
いり　 御 製製 秘 蔵 詮 、 秘 蔵 諸 錐朕 、彿 航 、 幽 l招．律 詩 、 懐 」l蕊 l’‘訓 諭 、懐 恩 廻 文 Jl二七 ．iな ど F鱗 か』 巻 1、 F木 曾要 』 職 ‘17 18 －4 8 、 『1ミ海 』

川 卜 ・巻 を 秘 閥 に 威 す 。 （帰 削 ：御 仁・二Jj＝詩斗 苗 、 故 実　 二紙 、 御 製 川 上 ・巻 ） 巻 16 3、 『長 編 』 巻 3 1、 日 滴 り　 巻 33

太宗 9 9 1 淳 化　 二年 H j　 翰 林 学 1二承 旨 蘇 易肋 に 飛 l′措 「に′軋 之署 」 川 人 ′トを賜 う 。． 『長編 』 巻3 2、 日高射　 巻 3 3 1

人㍍ 9 9 2 け二化　 二勺ミ J川　 親 隼吾 紅 稜 最 を 宰 棚 李 肪 ら に賜 う′＿ F lミ海』 巻3 3

人㌫ 9 9 2 け 化 二隼 ノL Jj　 飛 日 「秘 閣 」 二十 を 断 秘 l碁＝二賜 う ノ

旨’末 命 要』職 17 18 －4軋 陸 海 巷 16 3、巻

3 3、 F麟 台』巻 1／丸 首】長編 巻 33 、㌢■告別翫

姐 R 巻 3 1

2

人㍍ 9 9 2 け 化　 二年 H j　 繍用 語 †一丁 文 を 秘 陛＝二付 す こ、 李 乍 ら、 御 制 秘 閻 賛 牌 陰 に 軌 石 を ．汀iうし
『麟 f r域 本 j 巻 2 、『－；沌 J軌 札 阜巻 3 1、（F長 編 』

巻3 3 ：九 才日 、 『に胤 月巻3 3
3

太宗 9 9 2 け 化　 エイト H j　 御 書二秘 閣 賛 、 李 や 表 、 お よ び答 ．盲で了の イⅠ本 を近 H に 賜 う．． 『に撤 月　巷 16 3 4

入試 9 9 6 至近　 二イ1二 f川　 舟＝司、ナ＿三門 に 親 告 紬 を賜 う∵ 『li i毎』 巻 3 3

人ニjミ 99 6 皇道　 二年 ノ川　 剰 上1書　 二仁軸 を 宰 相 目端 ら に賜 うしっ　また 、 川＝・軸 を 秘 府 に 蔵 す。
『長編 』 巻 4 0、（『宋 人 ニ；ご実 録 』第7 8 、『モ海 」

巻 3 3 ：f川 と六 月 ）、 『宋 昏 要 」 ！三三儒6 － 4

真 宗 99 7 至近　 二句三 用　 人 ；甜 臥 、六 日　 太宗 倒 慨 虻 跡 を 大 卜名 山 勝 境 に 賜 うの 詔 あ り。
『長編 」 巻 4 1、 『来 太；jミ実 録 』 第 8 0、 『【ミ海 」

巻3 3、 来 合 安 』 崇 儒 6 －5
5

兵 ㍍ 99 9 成 、F　 二年 t J j　 秘 閥 に 太 芯 の 異蹄 を み て佃 愴 ひ さ し 」
『麟 台 j 巻 1、 F宋 啓 蒙 』 職 ‘17 18 －5 1、 『に

海 j 巻 2 7、 1 6 8 、 F長 編 j 巻 4 5

真 芯 10 0 1 成 、1 州 牛 巨 ・jJ 龍 開 聞 に 御 し、 近 い と 人宗 御 吾 （『fi海 』 ：草二行 飛 l′1第籍 ） と Ⅰ十f／ 名 画 を み る 。

木 骨 要 職 官 7 － 1 3、 崇 儒 7 －3 9 、 『仁海 」

巻 2 7、 『宋 史』 巻 1 1 3、 『長 編 j 巻 5 0 、 F I三

海 j 巻 1 6 3

l
ノt示

10 0 2 成 平 正午 H j　 龍 図日削 二人 ㌫ 御 膏 を威 す 、－ 『長 編 j　巻 5 3、 『一日毎　 巻2 7

真 宗 10 0 9 人 中 祥 符　 二年 九 Jj　 諸 州 に 太 宗 御 蕾 を威 す る 音 は、 悉 く これ を献 ぜ よ こ〕 F良編 j 巻 7 2 6

真 宗 10 0 9 人 小 津 符 ∴ 隼 「 ・日　 大 宗 御 製 、御 苦 を輔 H に賜 うTJ また 人 芯 の 鍾 文 紅 管 筆 な ど 、　 一人　 一双 。
F長編 j 巻 7 2、 『玉 海 j 巻 3 3 、 『宋 宙 要j 崇

儒 6 － 4
7

真芯 10 10 人 中 梓 符 二一三牛
正t　 ■J 敵 対閥 の 太 宗御 一方 お よ び川 部 苦熱 を近 い と耕 す 。 聖 製 会 兵宮 鞘 、 ノL人 ■‾i】命 大尊 殿

F lミ海 j 巻 2 7
銘 、 泰 山 ＿馴修 聖像 碑 （按 ：普 な拓 本 か ？）、 ‾Jl∴ ㌻詩 を 作 り、 1ミリ＿らに 賜 う。

真 ；jミ 10 12 人 中 祥 符 ＿正午
卜　 一日　 太 宗 御 集 凡 卜正 郎お よ び御 ．雪二法 裾∴㍉1 1ノ（巻 を 目 して 輔 Ⅰ封 二′Jこす 、′　人；i‾こ筆 を

盲’来 付 則 莞 儒 6 － 5、日ミ海 j 巻 3 3 8
見 る こ とを i請う し。

真 ㍍ 10 13 大小 祥 符 六 年 ▲月　 詣 州 勝 境 の か っ て 先柳 の 御 製 iヰi二を賜 っ た 音 、 入 試 ▲‡■三文 神 筆蛾 を 則 石す こノ 長編　 巻 榊

真 芯 10 14 人 lい祥 符 七 年

l刺 j　 文 武 百官 同 一f一監 に 人㌫ 御 －il‡二、 新 刻 彗■土製論 弁 を観 る。 （＝ 二i毎』 ： 三日∴　帝 の 祥 瑞 論

F J三瓶 』 巻2 7、 r E 渥 』 巻 3 3 、 ㌢1長鮎 』 巻8 2等 を何 千 監 に 威 し、 ま た 例 を建 て て これ を安 ず る こ とを こ う ∴　稚 い 、 聖 製 を 閣 ‾卜に刻 イ11

す る こ とを 請 う。）

兵 宗 10 14 大中 祥 符 七 年 †川　 J‾謂 、 ＿輔 細 胱 市 に御 製 本宮 碑 瑚及 び 御 井 節 を 請 う。 従 之 〈二 『長 編 』 巻 8 2 9

真 芯 10 14 人 中 祥 粁 七 年 七 月　 輔 に の 御 許兵 遊 殿 額 を請 うり　従 之 。 r 上海 』 巻 3 3

l具 示 10 16 大 中 祥 符 九 年 四 月　 御 製 景霊 常 賛頒 刻 れ 。 （r上 海 』 ：景霊 宮 、 天 興殿 、 保 寧 閣 ） 『長 編 』 巷 86 、 F‾E 海 』 巻 3 3

良 宗 10 2 1 大 祓 ‾打率
三J J 大 帝 閣 な る。 御 集、 御 苔 を 大 村 各日二本 ‘友す くj （F朱 骨 要』 ： 二月 に功 準、 眞 ㌫ 御 免

『長 編 』 巻 96 、 ㌢宋 昏 要　 職 宮 7 － 1 1
御 番 を 玉 活 昭 応宮 よ り天 壁 間 に奉 安 す ）

真 宗 10 2 1 大 祓 九 年

川 上‾J 近 臣 館 閣 ‾三戸」京 府 宮 を冒 して 、 大 草閲 に御 書 を観 る。 し接 ：『仁撤 j　巻 3 3、 『朱 命
『玉海 』 巻 27 、 3 3 、 デ長 編 』 巻 9 6、 F朱 曾 安』

職 ′【二r7 － 11 崇 儒 6 －6
10要 』 崇 儒 ： 「御薔 石 本 を以 って 九 卜編 とな し天 草 閥 に 蔵 す」 と あ る こ とか ら、 この 時 み

た の は こ の イ＿」■本御 書 か ？）

真 芯 10 2ユ 天 晴 九 年 八 ノ‾j　 近 臣 、 天 下 名 山 寺観 に御 集 を賜 う。 『長 編 j 巻 9 7、

仁 宗 10 2 2 乾 興 元 年
∴リj　 群 riH こ飛 打 吉 各　 ▲軸 を賜 う。 仁 試 、 末だ 飛 上′1奈 を み さ ざ る に、 真芯 ‘霊御 前 の 飛 Ⅰ′J 『長 編 j　巻 9 8 、 栄 行 要H i・三橋 6 － 6、 『に海』

1 1
筆 を 取 りて 飛 白 を な し、 分 賜 す 。 （r架 合 装 』：筆 は木 皮 ） 巻 3 4

仁 宗 10 2 3 大 聖 ノ已年 八 月　 嘗 て 一二欽 羞：に 飛 自書 「上 欽 才一f＿j ′｝：を賜 う。 『長 編 j　巻 10 1

仁 宗 10 2 6 大 聖 四 年 五 月　 端 T に 中書 、枢 密 院 に御 書 飛 自 羅 扇 を 賜 う÷〕 『玉海 j 巷 3 4、㌢宋 命 数 は ・三保 6 － 6

仁 宗 10 2 7 大 聖 二丘年 九 月　 感 孝寺 真宗 御 容 殿 に飛 ‖番 勧 「崇 真 殿 」 を 賜 い 、華 に等 に示 す っ ㌻朱 合 装 』 崇 儒6 －6 、 F E 潅』 巻 3 3 1 2

仁 宗 10 2 8 大 聖 六 年
八 月　 劉 琴常 で隠 州 に在 り し と き真 ；jミ御 書 閥 を な す 。仁 宗 た め に チ剛 1 番 「真 宗 聖 文秘 奉

F長 編 j　巻 10 6 、 日調 別　 巻3 4 13
之 閣 」 を 賜 う。 ‾三年 後 、 書 閥 に卒 す 。

仁 宗 10 3 0 天 聖 八 年
四 月　 進 土 工鉄 ら厘 林 苑 に宴 を賜 う√〕例 話 お よび 入 学 篇 を賜 う「ノ　これ よ り骨 第 者 は 必 ず

旺 海 j　巻 33
儒 行 、 中庸 大 学 篤 を賜 う。 （接 ：以 後 宜 元 元 年 、 慶 暦 六 年 、 嘉 祐 六年 にあ り）

仁 宗 10 3 1 天 や 九 年
十 月　 孫穴 の辞 す る に、 飛 山人 ′亨：を以 っ て 両 掛 こ賜 り、小 字 を諸 や 土 に賜 る。 係 穴 と r長 編 j 巻 1 10 、 r玉 藻 』 巻2 7 、 3 4 、 16 4 、

鬼 週 は 人小 字 を兼 暢 さ る。 （『＿I三海 』 ：川 昭 に 御 邦汀】晋 を 陳す 〔） 『来 命 安 J ‡；…儒 7 －4 2

仁 宗 10 4 0 嬢 定 元 年 五 日　 張 l二遜 、御 杏飛 白 「千 歳 」 を賜 うに 、 第 中 に 千 歳 党 を建 て る（。 『長 編 j　巻 12 7 14

仁 宗 10 4 1 康 走 ∴ 午
六 月　 題 永 徳 、 真宗 御 製 御 斉 、 碑 銘 、 歌 詩 を L L 、 詔書して恩 州 利 便 を領 ず 。 l・・川　 二八 日

『朱 曾 要 j　ニj・三儒 6 －7 、律 海　 巻 3 4 15
季 淑 に 飛 白 を賜 う。 敵 、 許 州 に飛 r l智 草 記庵 な し、 イけ卜目顔 に巷 臥 す ′J

仁 宗 10 4 2 慶 暦 二 年
止 月　 大 相 関 謀 の 人 ㍍ 御 苦 殿 を 新 修 す。太 宗 御 一香 寺 額 を拳イ∴ 仁 宗 飛烏 で こ れ に 過 し、宰 『長 編 ．妄　巻 13 5、 日 壷別　 巻3 4 、 『来 旨要 』

16
相 H 夷簡 挟 記、車 得 教 案 額 、枢 密使 卓 殊 が 御 飛 日記 を接 す 。． tj三保 6 － 7

仁 宗 10 4 4 慶 暦 四 年 三月　 潜 英殿 にお い て貝 宗 奉 迎 の 御 書 十‾三軸 を 出 す。 膵 摘 む 巻 13 7 、『宋 命 安j 職 ‘正7 － 1 2

仁 宗 10 4 5 慶 暦 五 年

卜二 月　 貧 相彿 閣 を 以 て慈 尊 閥 と な し、 御 飛 〔l普 牌 を賜 う。 鳳 翔 附 し清 太 平宮 、 了〔台 山

『＿鋸 鋸 巻 34 、 『朱 命 要j 崇 儒 6 － 7 17真 容 院 と賓 章 聞、 井州 舎 利 間 と春 先 資 福 院 と観 音 殿 と 妙 法 院 と 11ミ覚 殿 、 景等 宮 等 処 の 神

御 殿 樺 、 み な帝 の飛 白。 賜 う毎 に 先 ず 侍 li‾ほ †イして 観ず 。

仁 宗 10 4 6 慶 暦 六 年 八 月　 大平 興 同寺 の 垂修 太 祖 神 御 開 先 殿 な る 。 飛 「］吉備 を」二す 。 『長 編 j 巻 1 5 9 、bbt 海 』 巻 3 4 18

十二宗 10 4 7

慶 暦 七 （遼東

黙 十 人 年）
御 書 飛 自 「南 北 両軸 ， 永 適 和 好 」 の 対 聯 を 遼 興 宗 に お くるこ、 F老 勤 起筆 ．記　 雀 7、 『契 川 軋 ふて』 巻 8

－27　【



皇 帝 年 号 記 事 史料 本文引居

仁㌫
1041～

48
慶磨申 「端敏」 二で、飛 「＿ト筆一・を太 J▲人博 一上挙止に賜い、妹併 記見 なすr〕 F玉海』巻34 、閥 瑚 丈別 巻11

仁※ 1049 星椰ノ亡牛 二月　 飛「1 「人件」字 を端明鮫学 仁李弧に賜 う。 F l三海』巻34、『宋昏安い ；一三儒6 －8

仁；jて 1050 l古軋 二隼
九月　 御簑 「明常」 二字 、飛l＿11 「明菅之 門」四㌧：を掲げる。 （『玉海』 ：模 別 して　 二府及 『長編』巻169 、『上海』巻34、、『鋸Ilは剋

19び近作に娠す。→紹興 元年九日、進 上贋軌美仁㍍御書明骨牌碑本を L す。） 巻 、 未申安』崇儒6 －8

イ∴；jこ 1050 皇祐　 二隼 雲台観道 二元・享に胤 と1 「清浄」‘≠：を貼 う。． 旺 海』巻34

仁㍍ 1052 lit祐　 ミイ巨
H J　 講．言一了に剰 ’用 ：八郎去 二√テ：を各 ・賜 う。趨 史民、 榊 卜lに帰 りこれを賜う。 皇祐以後

『L i毎』巻33
の端′1二節必ず飛＝苫局を賜 うしっ

仁Ljて
1〔）－49～

1053
皇羅H l 偶憤漣 、化成殿にfて対し親苦加 詩 巨七編 を賜 う。炭窯l割を建てる。蘇拭銘す ニ （本文、挿図13番fl勘 20

仁㌫ 1054 や和初年 Jl二子日日真容院修殿 し、ん㍍真㍍御書 を成す。 『Ⅰ雄 鳥　巻34

イ二㍍ 1054 圭和ノ亡i巨
九日　 故知明州慈渓県 巨利川の女、り長氏 、む帝 （真㌫）御書脚 √‡を進む＝‥消して l二度に

『朱昏要』：j壬儒6 －8
卜班投付、＿－＿三班差性を′j・う。

仁ンjて 1055 李和 二年 ∴パ　 近日を召 して迎陽門にて、飛l′＝粧 J；二凪翔 ト調刊 傍を観る。 『11用鋸 巻27′34 、『木曾安』ミ三雄汀－44

仁二六 1055 や和∴年 ブ川　 閲封府に誹 して、模刻 御杏′テ二を帯売す るものは 重く∧ltす。 『宋命要」ニ；ミ儒6 －8 21

仁㌫ 1055 賓和　 二年 ノU 】 契什 1三宗真やす。；iて上一t常 で鵜雁 両を献 じ、仁㍍飛＝書で答う。 『長編』巻180

イ二二jミ ユ055 十和　 二年
十 二日　 放翰林サ ト 1滴 偶、孫延 U の蔵す る太ぷ 皇帝御 許詩 を上す〔詔 して銭　 一ノ∴　 御

『ユ壱編』巻181
詩を賜 う。

仁㌫ 1057 嘉柵∴隼 ノ川　 迎l ー【】にて御膏肇 草l為鰭を観 る。 （H i毎　 温 狙 ：ノ【二か由真矧 堤鰭もともに観 る） r lこ海』巻27′′34 、 （『仁和j　巻163 ： 1日）

仁㌫ 1058 嘉祐 二牛 J川　 迎隙門にて鰍．1；＝捌 ・卜【舎利閣牌を観 る「ノ 旺 海』巻27

仁㌫ 1062 嘉椰七年

四日　 西夏毅芯、五㍍御製請革、隷書＝イr本を求め、子‡欄 を建てて‘iさ：蔵せんとす。 また馬

Jl長編』巻 196、 F宋軋 訂．巻485 22／工卜疋を進め、ノL程、唐史、冊府ノ亡亀、および本朝正 坐断裂儀を求む．。詔 してノL程 を腸

い、その馬を還すご

仁㌫ 1062 嘉祐七年 い 」 迎l粘門にて御‾苦妙法院汗二う三股 鰭を細 るn ほ 海　 巻27

仁ぷ 1062 嘉祐七年 九日　 迎陽門にて景霊‘正、大興奉 兵広 孝殿の御チ酎′打 勝 を観る。 旺 海』巻27 23

仁宗 1062 嘉祐七年
ト　二日内申　 ＿二閲に幸 し、皇 「稚い両別㍍圭角課′汀を召 して ‾二聖御書二を観る。また智 文

『玉海』を27、 h‾■朱吏』巻113、 F木曾安』

崇儒7 －44／6 －9 、職ノ良’7 －15、 F長編上巻

197、旺 海』巻34
間に 字して従爪に飛1′橘 を分賜し、 卜は矧 削 寸に圭る。

仁㍍ 1062 嘉祐 ヒ隼 卜二廿灰 r　 再び天童間に辛し、従H を召 して　 こ軌端物 卜 二柿、人㍍真芯御集を観 る〔－J
巨最軋月巻27、『宋 史』巻113 、 r長編」巻

197、『東点．氾車』巻1

英ぷ 1063 嘉椰八年 卜二月　 イ二㍍御il！二を′古文閥に蔵す。翰林学 仁日刊・二挟．記立山せ しむ。
F長編』巻199、 F 出札』巻34、 F朱曾要』

崇儒6 －9

英誌 1064 治平ノ亡牛 1一　二目　 迎l場門に召 し、御荘景霊H 孝厳殿牌 を観 る、－ノ
「木曾要』崇儒7 －44 、6 －9、律 i毎云 巻34、

F真一忠、恵集云28
24

英㍍ 1066 治ヤ∴隼 ノいJ 人草、賓 文l半日二辛し、r■1抑fに命じて 仁廿の．17する仁宗御．簿イほUを観る。 F 玉海』巻27、『長編上　巻208

袖㍍ 1068 勲寧ノ己隼
ト日　 輪目し 従ノI■lを召 して、迎陽l】りに御井 景霊何 基徳殿碑 を観る。治、1㍉土牛の例の如しrノ

F未申 安』÷二・三儒7 ¶43 、日吊別 巻34 25
川■宋曾要」・：御 ．Ii＝孝厳殿冊 を観 る） り左二英徳殿 （貯㌫神御殿 ）がただしい。）

神に 1072 哩轡 ／1二′卜 H j　 日本僧戌尋、人平興l‾け 存法 院で太㌫ 真情御管碑石、真読星帝御筆碑 文をみ る。 E‘参天子H l白山記j　巻4 26

神㍍ 1082 元豊－た隼 ノい】 二日い † 崇政殿に御 し、景霊宮御薔十 ・殿榛 を観る。
F宋 倉袈』tj一三儒6 －？、デ長編．月巻329、日三

権』 巻34
27

神㍍ ユ086 元㌍ノく勺二
1・‾二月　 文彦博、仁㍍ 皇帝御 苦を功徳院 に送 り、宝勝押院 に安 世す。制を建てて奉安

F E 海』34、㌢朱曾要」：；ミ儒6 －10 28
す。

J‾斤∫▲て
l′ト
1090 ノ己祐 止隼

九月　 應英l馴 二撤 lL　 宰相、執政、購読、．記 け rに御 1雪二各　 ▲幅 を賜 う．。後に姓名を親書
『上海』34、 L’来待要」；崇儒6 －10

す。

砦宗 1091 元祐ノ（隼
川 【し1人防の仁㍍御一書二　二トノく■葬を坐隅に開 き観覧に備えん ことを請 う。従之L〕（抜 ：

旺 海　 巻34 『宋脅安』巻6 －10
慶暦四年 一一三日真宗奉迎の条を参黒目

徴㍍ 1113 政和 三年 この年　 鄭居中、賜第。 長輪を峨する欄を建 て、その栃に 「勲賢承 訓」を賜う。 『宋 伊一要』㍍儒6 －11 29

徴㍍ 1115 政和 行年 川 ；掛相以下、厘林に官を賜 り、「龍翔池瀦楓 軋」井びに題序を甲骨 に宣示す。 『画雛』巻 l

徽；j‾： 1120 Tiニ和　 二年 四JJ 封 】‾の先見眺雄ら、私家衡蕾閥に御筆 名 「褒勲之閣」 を賜 う。 『来 浄安』二三・…儒6 －11 29

徴㍍ 1120 ′l■it和　 二年
川 Jj　 整イ1 「近 日人目および従官の御 ．li二を受ける昔、皆な閥 を建つ」 とi－iう。何 執申、

『朱弁 別 実情6 －11 29
御 il手間 †■褒忠顕功」を賜う。

徴ニj‾こ 1120 ‘Ⅰて和　 二年 八 日　 rW 川 一、．温存府私；糾 二御‾＃閲を建 て、 「御 荘醇儒之閣」を賜う。 『来脅安．い㍊儒6 －12 29

徹；；‾ご 1120 ‘■‘垂：和　 二年 八JJ 余深私節の御許閲に御ぷ 「建弼亮功之 閣」牌　 一面 を賜るr． 『朱命 安』うiミ儒6 －12 29

徴㍍ 1121 1’細 工 隼 八日　 梁　 ▲芙私第に御．引卿碑 「葦英之閣」 を賜 う。 『栄 行要』ミi‡儒6 －12 29

徴㍍ 1122 ′l■j二和川隼

二日　 秘 i彗二名イ「文殿 に辛 し、机㌫謹訓、建隆真蹄．詩帖紋帽、 太宗、真㌫、仁※の翰墨 、 憫相川 l叢．鶴 巻 1 、『麟克 輯本』 巻1、『老

〟器等 を観る．1 また御－ilトトイ 文、 卜体書、洛楯状、行 中二近詩 ならびに御曲をノl‘i二示す．：ま 学庵 乳龍　 巻4、『宋 軒別 ：i・三保；6 －12、職ノri’

た歳やの摸す所のれ lh成 分腸すこ、 18 －21′′23、号 渥』巻2 7、日叶継』巻 1

徽㌫ 1123 Ti二利 JI二年
1－　二日　 目叫日　 大俸土鮎の私節に御Fli二枚藤堂、西五軒l；i：、移山宜、観光′；；七、名山堂、栄

虹■来曾要』崇儒6 －13 29
観眉、円友虎、隠安庵のノL牌を賜う㌧

いJノJt 1131 紺興ノ己牛 九日　 進 卜黄則夫、仁ニj‘津 摘朝蘭 ．L川j′てこi二牌碑 本を 上し、秘 ili二名に威す。 『木曾 安』÷iミ価6 －1∫1 30

いり′Jl 1131 糾興正午 H J 「超允回転」を．1宇し矧碩浩以下宰 臣に賜 い、墨本 を以って中外に賜うrJ 『仁海』巻34 31

いいJt 1132 紺興　 二年 七日　 進 二占用 二、太宗皇帝御富を 卜す。 r来付 則 崇儒6 －14 ＊

い〕′J‾こ 1132 招興　 二年 八月　 高㍍－11二‘Jj二の孝締、詩総、．1掃射㌫章を‘、iイ軌 に‘貢二示す。 『朱 倉安』÷j一…儒6 －14、F■に海』巻34

恒J示 1133 紹興一二年 7川　 将化郎謝僕、仁宗 ■；痛 御井矧 ′h lf　▲軸を 1二す。銀緋　 l‾匹1両を賜う。 来命 要』崇儒6 －15 ＊

JHJ′Jt 1133 紹興 二年
ノ川 l 廣利 古住持浄曇法師、法華閣歴代御 iI沌 献ず。応㌫ 「l冊 州呵育 1こし圧怖頂光明塔碑」

（本 文、挿図12参照） 32
を F 賜す。

一28－



皇 帝 年 号 記 事 史 料　　　　　　　　 本文引網

lHJンJて 1134
紺興l叫年 八日　 枚韓忠彦に御井神道碑 軸 「世済厚徳之碑．」を賜 う。 『米倉安j 崇儒6 －15

l．7レ云 1135 鍬興 rl二年
九月　 新及第汗応最以 卜に御荘か刻 Ii傭 筒 を賜 う。廷試の後、御 占二を賜 うはここよ り始

F米倉安』こ‡ミ儒6 －15、 F I三海』巻3 4
まる。

lり′J三 1135 紹興 九年 卜H　 「車功詩」を‘粧 超拙 二賜 う。 『朱 命劉 ：j・ミ儒6 －16、『1こ海』巻34　　　　　 33

「i可′J、 1136
御輿六年 川　 江南西路安撫 別間人使 兼知洪州李綱、家蔵の道君御筆真蛾を 上す「，吏館 に送る。 『宋命安j lj－三橋6 －16？　　　　　　　　　　 ＊

r．．川t 1136 紹興ノく隼
卜　一Jj　 放翰林サ ト付 け 仁珠 の孫 列楚老、慶暦、 皇拓の御節、 f一誹、チ剛′1などを 上し、

『に海」 巻34、 来育安土崇儒6 －16　　　　　 ＊
銀、糀各 　々 イ日ノ輔jを賜るLl

ltもホ 1137 紹興七年
ノL H　 秦解 に 「羊砧列†云」、沈興求に 「ヰし攻詩、」川軌 狛 二 「楽放論」、171J√・護 に 「孝綽 ㌢未申紫』：i三保6 －16 、㌢Ⅰミ海』巻34、 『朱

繭＋．氾」を賜うく′　また、刊 石し、．一基本は以って諸宰執、入婿、付従に解す。 ・史　 郎 72　　　　　　　　　　 34

′云 1137 招興七年 卜　二月　 劉 尤世に臥 r；＝蘭亭帖 を賜 う。 （桜 ：托道止 侶 二／▲劉 克仁 が進 め、御 製蚊 をなす） 『宋曾要」■二三・三帖6 －16 、『仁刺　 各34　　　　 35

′八 1139 紹興九年 一月　 興化隼進 上薮秘、 人㍍ 皇帝御 書を 上し、束H を賜う。 『来命要』：：壬儒6 －17　　　　　　　　　　　　 ＊

「．i】山王 1139 緋興九年
州 j　 親従勧外指揮使 仁瑛の 人ニH l帝倒昭二 lf川 二、仁㍍皇帝御1【；二飛l′＝工作 、徽ンiて勘 管制

「朱命安』誓紙た言6 －17　　　　　　　　　　　　 ＊
隼一三什、舷成之Y一丁人ノナ：碑 文　 一本 を進むこ．

】．り′J二 1139 椚興九年 ノ川　 ノ、机 上秦檜 、賜 う所の御 荘貞牒二孝稗を金石に刺す。 『宋曾要』÷jj儒6 － 17 、『1こ海j 巻34

l巨コ′六 1140 紹興 卜隼
／川　 軌さ神 庸篇 を秦牌 に賜い、 「リイl‘し墨本を分腸するこ）（『に海」 ：義之楽教諭 を韓 指

『宋曾要』：三三儒6 －17 、『1ミ海』巻34
■＿1才に賜う）

「笥；iミ 日41 舶興十　 ▲隼
ノ川　 〃安 里整傲家の徽㍍ －；－帝御筆 、ン二人太ナ誹を進すご二．史蝕 に‘▲‘√付 し、実矧 ；完編難、敢

F宋付安』崇儒6 －17　　　　　　　　　　　　 ＊
文閥に威す。

いり示 1142 紹興 ‡ 二勺ミ l射 J 徽州学生超惨、徹 宗骨滴・御杏　 一紙を 卜す。親十匹を賜 う。 『宋命要』：jr三協6 －17　　　　　　　　　　　　 ＊

l■り′Jri 1143 椚興 巨　三年 川■　内に御許左氏春秋、史．拙棚云を出だ し、秘 吉省において飾恥 二′J叶 。 『宋命安J 芳…儒6 r l8、 『‾に海j 巻34

111′l一戸‾・J′バ 1143 舶興 十 二年
六日　 州 二御 掛周易 を日だす。ノL月　 御杏尚蕾終 篇を許川′、γ二に刊イト ト ・JJ 従 H に冗

『朱昏安』崇儒6 －18、 『、玉刺　 巻34
示す。

′六 1143 紺 興 巨　二年 い j　 秘 井省に麟デーの放 出 二よ り、毎隼曝差会を閃く。 F南朱鮒 閣録』 巻6故実　　　　　　　　　　 36

′云 1143 紬 興＝ ・i隼 御 ．隼獅即 侶 中庸 丁稚†云を人 卜州ノア＝に頒す。． 往 海　 巷34

回示 1144 紹興 目刺隼 ノ、日　 新建秘 吉省なる。　 L H ．甘㌫幸す二．

『来 史』 巻113、 圧 海」1 巻27、34 、『宋命

安」喜一き儒7 －46、職‘l■r18 －28′′′29 、 F南宋館 37

阻録』 巻六故実、『紋賢治通鑑』巻126

rGレ六 1144 梢牒＝‾四年
七 日　 二巨∴L］ ノ■三′立教郎守殿中付 従御 史江劫 の請い により、親‘／j：孝種を刊イf L 任官並び

『来 曾要』：‡三保6 －19、㍗吊別 巻34
に條学籍．㈲牛に賜う。

「司ノ云 1145 糾興 1 ‾三年 H J 人帥泰治第に御語間梯 「一徳桁 大之 閣」 を賜 う。 r朱曾 安』÷‡・…儒6 －19

わ■・■ノい】′バ 1146 糾興 卜 三年 三日　 処州学 1二耽世l有、徴ニiミ勘 紆御筆 削虹 三巻 を進む。絹　 二H I を進む。 『末骨安』告き儒6 －19　　　　　　　　　　　　 ＊

．Jt 1146 梢興 巨六隼 四日　 修武郎張燕、太机■こl帝御 ．与　t巻を 卜す。対日・匹を賜 う〔」 『宋曾要よ：i一端；6 －19　　　　　　　　　　　　 ＊

lち■∫▲ノ
ドり′」ヾ

1146 船興 1・二年
ノ川 l 徹惜 春秋ん氏伝を日だし、本省離職 に′l■モノJ叶 。 また．論語、‾．£イ を言上きし、大学 首善

『朱命要』i；ミ儒6 －18 、 F に㈲』巻34
‡鰯及人成殿の後 二礼一i；壬の廊僻 に立イfす。

′▲丁
ノJヽ
‖46 紹興 卜　雄 ノ川　 陵州楽ヤ県進 H ．！i孝友、仁㍍ 皇帝飛 l′†「風水」 二′i：を 卜すり絹 卜匹を賜 う。 F宋曾安』※価6 －19　　　　　　　　　　　　 ＊

ノバ 1155 緋興　 二仁正午 l‾1 日川　 故大師秦槍に御 吾川追伸勧 「決策J亡功楕忠仝徳之欄」を賜う。 r来合安』崇儒6 －ユ9　　　　　　　　　　　　 38

いり′Jt 1156 椚興　 卜六年
卜 二月　 新和池川 ‾ゞと池打．し陸沈、‘に成す るところの門㌫ l；t帝の故外 川＿翰林ノア＝巨顧臥 二賜 う

『宋命安』‡‡■…佃 「 20　　　　　　　　　　　　 ＊
ところ御苦車．謹 ・軸を 卜．す．J 誹 して秘牒＝二送る＝

l 示 1159
純興　 二1・九咋 ノ（目　 処州細雲臼．を進 卜朱逢坂の仁※ 皇帝御 井を轍 進すr．ノ用；に来日を僧腸せ しむ．。 宋命乳 用 －…嬬6 －20　　　　　　　　　　　　 ＊

′云 1159 紹興　 二卜九年 l呈レー川　 曝非会を催す。 汀】南朱飾閣録』巻3儲 蔵、巻6故実　　　　　　 39

rr，J′長 1160 椚興　 二l‾隼 ／H J 「に菅」 二乍 親灘は鰯 を翰苑に賜 うr⊃
『木曾安j 乞；－き儒6 －20 、日日射】巻封、…■南

宋郎閣録」 巻6

†「 1171 陀道 L 隼 111 1 御．li二部麒秋 Il卜半遠詩 を宰 目顔允文 らに賜う′。 f木曾要』1i－三保6 －21、旺 海．…巻34

孝※ 1171 柁道－L 隼

春＋ 大 仁皇帝わ行 草鳶 ＜朱王 「高棒状」、博毅 「舞眠」、睡魔 「文賦」、枯康 「琴朕」、曹

旺 池　 巻3′1植 「洛神賦」、 仁架 「‾登楼朕」、史節 「放 －1服 」、陳羽 r ■l∴な．津」、蘇輯 「養／ト．論」、周興

嗣 「†イ 文 …　＞を宰日 に宣示す二． 二日∴ ‖孝※躁す るrノ

孝㍍ 1171 乾道 L イト ノく月　 御－．雪二しけで乱心観 汀寺な らびに殿碑⊂ 『木曾軋 1 ：三一三相子f）－21

孝二iて 1171 乾道七年
九日　 故少宰、観 文殿学 上代敵の凍、楠、欽；j■ニ旧 い却吉 ・lT 軸 を進め る．＿∴特に補将什郎

〔■1来浄要』：：－三相6 －21∴ 号 灘 ．1 巻3 4　　　　　 ＊
をIi える。

孝二；‾ご 1172 乾道ノして巨
L J ，ifiして故端明殿学 巨贈少保＜疑 ：以 卜欠文＞親任孫毛軋、鉄芯 皇帝御井‥ 〃軸を

；「木曾劉 tj一三儒6 －22、『に海．月巻34　　　　　 ＊
進む。特 に補 上州 文子 をリーえる．、

孝1六 1173 陀道九年

二日 ．沼して故小 吉付郎陳遇庭の係、進 上述、鉄芯偶情二日町柚を進める ，端明学 巨混深

『宋 命軋う：iミ†誌i6 －22、『1ミ海」巻34　　　　　 ＊
の曾孫什日長、 凋 潤招＝ト ー軸、欽；jこlこ■砧 i召旨　 一軸を進め る、一　故刑部倖郎柑振の孫、匪州

郷 1■i郡、靖嬢欄J筆八 卜八軸、飲※li 帝 ＝凋 沐 戊 に器賦 l 「杵市 川 描 」、政和関知降す

るイⅠ■刻御筆 手詔等　 二川ほ 進めるくノ

孝に 117 5 淳憮　 二年 JJ ノ囲 ；（葉衡奏 射、 太い 帝歳翰 上棟、御 製抜語 をノl■t：′jこ、勒イけ るこ とを乞う：． フ来 育要J i▲三相；（；－22、日掃射　 巻3′1

孝二j三 1176 浮撫　 三年 汗二日　 舎利 奇瑞に よって阿育 ‖ llには翰 「妙勝之殿」 を賜 う－． （本文、挿図 10参†！くり　　　　　　　　　　　　　 40

孝㍍ 日76 浮麒 ∴隼 樺 伊∴■虹尉所神道に 「中興作命定囲元軌之岬」 を賜 うし、 （本 文、挿図 （；参照）　　　　　　　　　　　 41

孝㌫ 1177 淳無用隼
．日　 加臨安府超藤老、太ヴ に例を建 て、太 上皇帝御 ．董；＝イl‘程を本‘友し、碑イ1■は閣 卜に間

首■栄 行劉 ：j－：儒6 －23
き、・■！き本は閻 仁に閃 き、「尤尭御 ．11二イ播貴之樹」 をγ．とすしっ

孝ぷ 1ユ77 淳黙四年 L H＋ 体照神仙徳光、ム隼 仁 ・‖孝㍍ にl腸わる御難を 立イけ 、。 （本文、挿図‖参照）　　　　　　　　　　　 42

孝ンjミ 117とも 浮黙り【丼 九日　 孝宗、秘吾省に 辛すし．紺興 日月隼の ごとしこ
『来 史」巻113、日三海』巻27 、 枚 資洋適

劉 臥 16、『r輔 館F封棉録』巻6故冥　 43

孝；jこ 1178 桝 宰相 二年 大童山最徳 、ナ慈航 丁朴へ歳翰 「人作れ IJ」 を 卜賜。 （本 文、挿悍l l 参照）　　　　　　　　　　　　 44

孝二こて 1179 淳勲六年
J川　 蘇轍 「北 秋論」准びに御 謂＝扇 を 1二部作郎呉淵に賜う、また御 洋　 二卜八将†∠三論 を粛

『l三海』巻3 4
鹿に賜う。

－29



皇 帝 年 号 記事 史 料 本文引用

孝二jミ 118 1 け黙八年 二日　 秘 省に命じて秘終日二歳する ところの累軌御 苦を摸 して 川イけ 。 旺 渦　 巻34 、『南朱針目酢璃録j 巻3儲 成 45

孝宗 1182 淳黙 ノL 隼

l正l史 と国劇曾嬰を恭覧するに、 入試 皇帝淳麒 二年 八日に秘l削 こ賜う斬、賛序あ りrノ今、

『南宋館閻琉録』 巻こきf．執成 ′16人 lHH 二流存す るも末だ獲ず÷二　しかるに国史別冊 ・l・超汝棍 「剰 ’】」 イ 硝 本を州浮川1才堂

よ り得る。 知寧 国府陳躾の御製御 井賛、J闘卑本を‖臣；日日に得 る。

孝㍍ 1184 浮1隼 卜　 隼 川　 秘書省少監沈揆 ら進 Ll！＿し、 並びに人㍍牒汀l 「秘閥」ノテ二I掴 」イす るl－ 「1歳胤 1 巻34 47

孝㍍ 1184 け暦日一 ・年
四日　 「明慶之閣」 を史浩 に賜 う。 後、酢 ；■；「輔徳明課之閣」を鄭漸 二、「悪徳人勲之

『仁i毎』巻34
閻」を習似道に賜 う〉）

孝二i‘ご 1184 淳麒 仁 ・隼 川IJ 光点）長翰 洛神楓、‘‾↑軋∴慾 、 Tノi二、臨献之帖、 J主軸を史子：lrに賜 う。 F lこ海j　巻34

孝㌫ 1 184 淳麒 十　 ▲隼
L H　 H凱 】‡会。秘．】‡少監沈撲 、御 ．1川占卜巻、 ′】二卜六段、太1jて「秘隣り 「秘 l湖蜂」 「け」共

『南宋飾閣綿録』巻3儲蔵 48
に　 二軸、及び■冊 川lJ 御杏 仁巻、 、1仁びに装 演L Itい）、 二l車樺 につ くりlす （，

・孝宗 1185 浮輿 巨　二年 二日　 名賢．鮎緋を以って膜 刻す。　 仁 甘 い 川たし－ノ　装鷹川本、小郡 省遊進。 ヨ 三海』巻34 、『南朱針目瑚璃録』巻3f．請蔵

孝㌫ 1186 淳黙 1■ 隼 川＝　 朱㌶之の孫、継 先、両断御 井を進め る。 【
三海』巻34

孝㍍ 1186 淳僻目‘ 隼 卜H　 ノf：仁洪遇の進める欽宗歳輪 をイr刻 し史館に付す∴ F－淘』巻34 ＊

孝㍍ 1187 淳鮭一十川年 八日　 超 f一接の係、太 上賜誹二を進 む。 『－海』巻34

孝宗 1188 浮勲 トト行年 ノ川　 ‾仁似の √▲、人 【二奨論定翰イ11刻 ・冊 を進 む。 『 海j　巻34

孝宗 1188 浮輿＝ J 隼 H J 陳康伯の孫、南芯の誹杏を進 む。 『滴り　巻34

孝；；■： 1188 浮鞋 1▲〟 Ii 十　 二月　 「イーf測」 二才を花成大 に賜 う。 （本文、挿図7参照） 49

孝宗 1189 淳麒十六隼 71十日　 御 門．二「帰隠」 二字を大人‾乍弥陀砧興院 に賜 う。 『宋 倉要j iiミ儒6 －24

孝宗 1189 削 賃l‾六年 九月　 御 書 「弥陀興福院」六才を、左ん僧録 苦調 に賜 う。 『宋 命安j …；き儒6 －24

寧宗 1210 威定 二年 秘閣御製御札 日録をなす。 F 淘　 巻34、『南宋鮒閣柏録』 巻3儲蔵

理㌫ 1235 端平　 二年 l上川　 学 二真徳秀に御吉張ノL齢遊 金鋭 事を脂 う「、 F‾－三池』 巻34

埋㌫ 124 1 浮祐元年 御 方入学 銘を輔帖 二分腸する（〕 1
土瓶』 巻34

参考文献

『資治通鑑長編』（中華書局本）、『麟墓故事校言登』（張富祥校言登、中華書局唐宋史料筆記本）、『宋曾要輯稿』（新文豊出

版公司影印本）、『玉海』（中文出版社影印本）、『皇朝類苑』（文海出版社武進董氏影印本）、『宋太宗賓録』（甘粛人民

出版社本）、『宋史』（中華書局本）、『契丹囲志』（廣文書局史料頼編本）、『老草庵筆記』（中華書局唐宋史料筆記本）、

『蘇拭文集』（中華書局中国古典文学基本叢書本）、『蹄田録』（中華書局唐宋史料筆記本）、『東蔚記事』（中華書局唐宋

史料筆記本）、『察恩恵集』（上海古籍出版社本）、『参天台五台山記』（大日本彿教全書本）、『揖長編拾補』（中華書局

本）、『董裾』（董史叢書本）、『鎖国山叢談』（中華書局唐宋史料筆記本）、『南宋館閤録緯録』（張富祥鮎校、中華書局

本）、『績資治通鑑』（中華書局本）
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